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KOUHOU ー ARAO

・ 荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.kumamoto.jp）
・ 広報あらお web アドレス  （http://www.area-box.com/kouhou/arao）
・ 声の広報 ［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳
　（録音版） 広報誌］　（申 ・ 問 ： 福祉課　☎ 63-1406）

第１３４３号

市
の
花
：
梨
の
花

★健康増進のため「市民一人一スポーツ」を始めよう！

主な内容

●まちの話題　　　 　　　２ページ

●くらしの情報　　  　３～ �8 ページ

●イベント ・ 募集　�9 ～ 20 ページ

●夜間小児・休日当番 　2� ページ

●求人 ・ カレンダー  22 ～ 23 ページ

　熊本県子どもの読書活動推進フェスティバル
　１月 19 日 （土）、 総合文化センターで子どもの読書活動推進

フェスティバルが行われました。 作家のあさのあつこさんと高校

生 ・ 中学生の意見交換会や、 つくってたべるおはなし会、 布の

絵本や点訳絵本の作成などたくさんの催しがありました。
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

「Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」

荒
尾
市
で
開
催
！

　

12
月
23
日

（
日
・
祝
）、
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
の
公
開
録
画
が
行
わ
れ
、
前

日
の
予
選
を
通
過
し
た
20
組
の
皆

さ
ん
が
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

一
小
校
区　

地
域
元
気
づ
く
り
事
業

自
転
車
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
の

落
書
き
消
去
活
動

　

12
月
22
日

（
土
）、
大
平
町
と

宮
内
出
目
の
境
に
あ
る
自
転
車
道

路
の
ト
ン
ネ
ル
内
の
落
書
き
の
消
去

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

小
雨
模
様
で
し
た
が
、
約
25
名
の

参
加
者
の
下
、
足
場
を
作
る
人
、

交
通
整
理
を
す
る
人
、
刷
毛
や
ロ

ー
ラ
ー
を
使
う
人
な
ど
、
手
際
よ

く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

落
書
き
は
、
地
域
の
美
観
が
そ

こ
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
通
る

人
へ
不
安
や
嫌
悪
感
を
与
え
る
も

の
で
、
安
全
に
気
持
ち
よ
く
通
行

で
き
る
よ
う
に
と
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

成
人
式

　

１
月
13
日

（
日
）、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
新
成
人
と
な
っ

た
の
は
、市
内
で
521
名
（男
性
264
名
、

女
性
257
名
）
で
、
会
場
に
は
468
名

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

田
端　

愛
さ
ん

（
一
中
３
年
）

松
岡　

莉
奈
さ
ん
（
一
中
１
年
）

裏
千
家
学
校
茶
道
体
験
論
文

全
国
大
会
で
第
一
席
を
受
賞

　

全
国
の
裏
千
家
茶
道
を
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
学
ん
で
い
る
中
学

校
か
ら
大
学
・
専
門
学
校
ま
で

の
学
生
た
ち
が
、
茶
道
を
通
し

て
何
を
学
ん
だ
の
か
、
自
分
自

身
の
何
が
変
わ
っ
た
の
か
、
何
に

気
づ
き
考
え
た
の
か
、
と
い
っ
た

こ
と
を
論
文
に
ま
と
め
る

「
裏

千
家
学
校
茶
道
体
験
論
文
全
国

大
会
」
で
一
中
の
田
端
愛
さ
ん
、

松
岡
莉
奈
さ
ん
が
600
点
を
超
え

る
応
募
の
中
か
ら
、
第
一
席
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

↑
写
真
右
か
ら
田
端
愛
さ
ん
、
松
岡
莉
奈
さ
ん

消
防
出
初
式

　

１
月
13
日

（
日
）、
四
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
出
初
式
が
行
わ
れ
、
市
消

防
団
員
や
荒
尾
消
防
署
員
な
ど
約

500
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
原
八
幡
宮
で
の
放
水
演
習
で

は
空
高
く
あ
が
る
水
に
観
客
か
ら

歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。
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まちの話題・くらしの情報

　

視
覚
障
が
い
者
等
に
対
す
る
情

報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
市
庁
舎
総
合
案
内
に
据

え
置
き
型
拡
大
読
書
器
、
福
祉
課

に
携
帯
型
拡
大
読
書
器
を
設
置
し

ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

拡
大
読
書
器

・
オ
ス
ト
メ
イ
ト

（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
造

設
者
）
対
応
ト
イ
レ
設
備

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
社
会
参
加
を

一
層
促
進
す
る
た
め
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
設
備
を
11
号
会

議
室
奥
の
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
、
お
よ
び
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
に

整
備
し
ま
し
た
。

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

↑据え置き型拡大読書器

「
市
長
と 

”
ま
ち
づ
く
り
談
議

“」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　　

荒
尾
市
で
は

「
元
気
な
荒
尾
・
力

強
い
荒
尾
」
を
目
指
し
、
市
長
が

各
地
域
へ
出
向
い
て
皆
さ
ん
と
身
近

に
語
り
合
い
、
市
政
に
対
す
る
意
見

や
提
言
を
お
聴
き
し
懇
談
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
21
日

（木
）

午
後
７
時
～

●
場
所　

万
田
東
区
公
民
館

［
問
］
秘
書
室
☎
63
・
１
６
２
０

　

冬
季
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
荒
尾

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
２
月
３
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
（
大
雨
の

時
…
17
日
へ
順
延
）
当
日
は
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
約
１
５
０
０
名
の

選
手
が
走
り
ま
す
の
で
、
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
午
前
10
時
か
ら
正
午
ご

第
36
回
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
よ
び
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

ろ
ま
で
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
陸
上
競
技
場
駐
車
場
の
出

入
口
は
封
鎖
す
る
た
め
、
大
会
終

了
ま
で
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
サ
ッ
カ
ー
場
東
側
の
中
央

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］
社
会
体
育
課

☎
62
・
５
１
６
３

午前 �0時～正午ごろまで

駐車場出入口封鎖

午前 �0時～正午ごろまで

通行止 （付近住民以外）

午前 �0時～ �0 時 20 分ごろまで

通行止 （付近住民以外）

�2 月末現在　荒尾市の人口（前月比）

　　　世帯数…２３，０６５ （＋１４）

　　　人　 口…５６，６９５ （－１７）

　　　　　　男…２６，６０５ （－２７）

　　　　　　女…３０，０９０ （＋１０）

荒
尾
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
か
ら

　

全
国
大
会
出
場
報
告
と
お
礼

　

12
月
28
日(

金)

、
２
年
ぶ
り
に
花

園
の
グ
ラ
ン
ド
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
対
戦
相
手
は
奇
し
く
も
85

回
大
会
で
対
戦
し
勝
利
し
た
國
學
院

栃
木
で
し
た
。
当
日
は
雨
の
中
、
荒

尾
か
ら
の
応
援
団
に
加
え
関
西
同
窓

会
・
関
西
県
人
会
の
皆
様
の
応
援
を

い
た
だ
き
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
前
半
は
先
制
ト

ラ
イ
を
あ
げ
て
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、

後
半
逆
転
さ
れ
て
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
物
心
両
面
に
わ

た
る
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
敗

戦
を
糧
に
さ
ら
に
練
習
に
励
み
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

↑熱戦の様子
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平成 20 年度
市　県　民　税

（国民健康保険税） 申告のご案内
　市県民税 ・ 国民健康保険税の申告をしていただく時期になりました。

今年も個人あての申告書は送付しませんので、 申告が必要な方は、 申告日程 （別表） により、 決められた日

にご来場いただきますようお願いします。

　この申告は、あなたの前年中の所得金額や所得控除額などの事項に基づき、市県民税、国保税、介護保険料、

平成 20 年度から始まる後期高齢者医療制度の保険料などを算出する基礎となります。 また、 保育所の入所 ・ 児

童手当 ・ 扶養等の申請や公営住宅入居の申し込み、 福祉関係等の各種証明 ( 所得証明 ) に必要です。 申告も

れがないよう期限までに申告してください。

　なお、 住民税申告書と収支内訳書は、 市役所税務課窓口、 メディア交流館、 小岱工芸館、 みどり蒼生館、

万田炭鉱館および中央公民館に用意しています。

申告が必要な人

平成 20 年 1 月 1 日現在、 荒尾市に住んでいた人で、 次のいずれかに該当する人

（１） 営業 ・農業 ・不動産の収入がある人

（２） 配当 ・譲渡 ( 株式や土地の売買） の所得があった人

（３） 給与所得者で、 事業所から市役所に 『給与支払報告書』 が提出されていない人

　　  また、 �9 年中に中途で就職 ・退職した人。 年末調整をしていない、 もしくは控除もれがある人

（４） 給与以外にも所得があった人。 また、 ２カ所以上から給与を受け、 年末調整をしていない人

（５） 公的年金受給者で �9年度市県民税が課税された人。 年金の他にも所得があった人

（６） 医療費控除等を受けようとする人。 （�9 年中の所得が 200 万円未満の方は所得の５％以上、

　　  所得が 200 万円以上の方は �0万円を超えた額の医療費を払った人）

（７） 住宅をローンで新築または増築をした人

（８） 国民健康保険に加入している人 （所得がなかった人も申告が必要です。 申告をしないと低所得　

　　 者に係る軽減措置等が認められません。 )　　　　　　

確定申告書を税務署へ提出される方は、 市への申告の必要はありません

税務署から年金説明会の通知が来ている方はそちらで申告をしてください

申告に必要なもの

◎事業所得がある方は、 帳簿や決算書など収支

　内容を確認できるもの

◎給与 ・公的年金の源泉徴収票、 印鑑等

◎本人の口座番号が分かるもの （通帳など） 

 ※還付申告の場合に必要です

◎社会保険料等の払込証明書、

   医療機関の領収書や支払証明書

   障害者控除を受ける方は障害者手帳等

　

　※国民年金保険料の控除を受ける場合は 「国

　　民年金保険料控除証明書」 をご持参ください

　※医療機関の領収書は、 医療を受けた人ごと

　　に合計を計算してご持参ください
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月　　日 曜 受　　付　　行　　政　　区

2 月 �8 日 月 打越、 宮内、 宮内出目東 ・西、 東屋形１ ・ ２ ・ ３ ・ ４丁目

�9 火 本村、 新町、 月田、 市屋、 貝塚、 普源寺、 上小路

20 水
東宮内、 住吉町、 大平町１ ・ ２ ・ ３丁目、 （笹原社宅）、 大島下、 日の出町、

昭和町

2� 木 朝日、 境崎東 ・中 ・西、 万田西、 四ツ山町１ ・ ２ ・ ３丁目

22 金 西原町１ ・ ２ ・ ３丁目、 大島町３ ・ ４丁目、 大正町１ ・ ２丁目、 妙見、 松葉

2� 月 甲根、 原、 万田東、 万田中、 原万田社宅、 深瀬、 倉掛、 厩舎団地

26 火 倉懸東 ・中 ・西、 朝日丘、 深瀬丘、 古庄原、 辻町、 中央東、 中央西

27 水 大和、 新生、 一紡

28 木 新生西、 新大和、 荒尾大谷

29 金 向陽台、 大東、 中央北

3月 3日 月 緑ケ丘１ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５丁目、 平井大谷、 開、 みどり

� 火 岱洋東 ・中 ・西、 庄山、 金屋、 元村、 小路、 平井城、 陣屋敷、 宿

� 水 唐池、 上井手上 ・下、 川北、 野中、 田倉、 助丸

6 木 府本上 ・下、 樺上 ・下、 金山上 ・下、 上赤田 ・下赤田

7 金 菰屋南 ・北、 野原南 ・北、 今寺、 川登、 井川口、 川後田

�0 月 蔵満、 有明城、 中一部、 向一部、 桜山町 2丁目

�� 火 揚増永、 中増永、 南増永、 北増永、 猫宮、 海下、 山浦、 新図

�2 水 牛水上 ・中 ・下、 水島、 小野、 高浜

�3 木 八幡台１ ・ ２ ・ ３ ・ ４丁目

�� 金 桜山町１ ・ ３ ・ ４丁目

�7 月 予定日に都合がつかなかった方

平成 20 年　申告相談日程表
※相談受付会場 　１１号会議室 （市役所北側１階）
※相談受付時間 　午前８時 30 分～１１時　　午後１時～４時

◆申告会場の混雑解消のため、 できる限り申告相談予定日にご来場ください。

◎市県民税についてのお問い合わせ…荒尾市役所　税務課　☎ 63 ‐ 1342

◎所得税についてのお問い合わせ…玉名税務署 （個人課税） ☎ 72 ‐ 2127

くらしの情報
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【手続きの方法】
　対象者の方は、原則として毎年３月 15 日 （平成 20 年度は平成 20 年３月 17 日 《月》） までに、次のとおり 「住

宅借入金等特別税額控除申告書」 を提出する必要があります。

（1） 年末調整のみの方

　源泉徴収票を添付して、 その年の１月１日現在にお住まいの市町村へ同申告書を提出してください。

（2） 所得税の確定申告をされる方

　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出してください。

　　　※この 「住宅借入金等特別税額控除申告書」 は （1）、 （2） で様式が異なります。 税務課および玉名税務署に

　　　　用意しています。

　　　※申告書 （年末調整のみの方用） には住宅借入金等の年末残高合計額を記載する欄があります。 もれなく

　　　　記載し、 提出してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［問］税務課☎ 63 ‐ 1342

住民税の住宅借入金等特別控除について

　税源移譲により、 所得税が減額となり、 控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。

　平成 18 年末までに入居し、 所得税の住宅ローン控除を受けている方で、 所得税から控除しきれな

かった額がある場合は、 翌年度の住民税 （所得割） から控除されます。

【対象となる方】
　平成 11 年から平成 18 年までに入居した方で、 次の①または②に該当される方

①税源移譲により所得税額が減少した結果、 住宅ローン控除可能額が所得税額より大きくなり、 控除しきれなくな

った方

②税源移譲前でも住宅ローン控除可能額が所得税額を上回っており、 控除しきれない分があったが、 税源移譲

により控除しきれない額が大きくなった方

　　　※年末調整や所得税確定申告の結果、 住宅借入金等特別控除適用前に所得税がかかっていない人や

　　　　個人住民税の賦課期日 （平成 20 年度の場合は平成 20 年１月１日） 以前に亡くなった人は該当しません。

【控除額の計算】 

　次の①、 ②のうち、 いずれか少ない金額から税源移譲後の税率で算出した所得税額を差し引いた額を減額し

ます。

①住宅ローン控除可能額

②税源移譲前の税率で算出した所得税額

（税源移譲前） （税源移譲後）

①

②

所得税
　 額 住宅ロー

ン控除可
能額

住宅ロー
ン控除額

納付すべき
所得税額

所得税
　 額

※所得税が減少

住宅ロー
ン控除可
能額

所得税住
宅ローン
控除額

控除しきれ
なかった額

所得税
　 額

住宅ロー
ン控除可
能額 住宅ロー

ン控除額

控除しきれ
なかった額

所得税
　 額

住宅ロー
ン控除可
能額

所得税住
宅ローン
控除額

控除しきれ
なかった額

控除しきれ
なかった額

－

－

－

－

＝

＝

＝

＝

翌年度の

住 民 税

（所得割）

から控除

翌年度の

住 民 税

（所得割）

から控除
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
登
録
中
の
軽
自
動
車
等
に

課
せ
ら
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
方

は
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
20
年
度

も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
使
用
し
な
い
車
に
標
識
を
付
け
た

ま
ま
庭
先
な
ど
に
放
置
し
て
い
る
人

●
車
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
て
解
体

業
者
な
ど
に
売
っ
た
人

●
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
使
用
不

要
に
な
っ
た
車
の
所
有
者

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き

●
盗
難
で
車
を
な
く
し
た
人

※
使
用
者
が
原
動
機
付
自
転
車

を
持
っ
て
市
外
へ
転
出
さ
れ
る
と
き

は
、
標
識

（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

を
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
居
を
荒
尾
市
に
移
さ
れ
た
人

は

「
登
録
替
え
の
手
続
き
」、
軽

自
動
車
等
を
譲
っ
た
人
や
相
続
し

た
人
は

「
名
義
変
更
の
手
続
き
」

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
税
務
課
☎
63
・
１
３
４
２

種別 手続き場所等

原動機付自転車

（�2�cc 以下のバイク

＝ミニカーを含む）

農耕作業用自動車
（市町村での標識交付分）

小型特殊自動車
（市町村での標識交付分）

◆市民課①～⑥番窓口

新規…販売証明書か譲渡証明書と認印

廃車…ナンバープレートと認印

名義変更…譲渡証明書と認印

車体変更…販売証明書か譲渡証明書と

認印

軽四輪乗用

軽四輪貨物

軽四輪特種

軽自動車検査協会熊本事務所

〒 862-090� 熊本市東町

�-��-� ☎ 096-369-�979

必要なもの

●印鑑

●住民票

●ナンバー

プレート

●車検証等

詳しくは左記

にそれぞれ

お問い合わ

せください。

軽二輪
（�2�cc 超

　　　　～ 2�0cc 以下）

熊本県軽自動車協会

〒 862-090� 熊本市東町

�-��-6 ☎ 096-369-7920

自動二輪 （2�0cc 超）

新小型特殊自動車

（県での標識交付分）

九州運輸局熊本運輸支局

〒 862-090� 熊本市東町

�-��-3�☎096-369-3�89

　

平
成
�9
年
度
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
本
市
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品

を
前
号
に
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
で

最
終
と
な
り
ま
す
。

中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の

作
文　

荒
尾
市
教
育
長
賞

「
税
金
」
を
知
っ
て

　
　

第
五
中　

一
年　

古
川　

彩
香

　

「
税
」
と
聞
い
て
思
う
こ
と
。
そ

れ
は
、
私
た
ち
が
国
へ
納
め
る
お

金
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え
ま
す

か
。
消
費
税
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
あ
る
も
の
。

私
は
そ
う
思
い
ま
す
。

　

で
も
小
学
校
六
年
の
と
き
に
こ
の

税
に
つ
い
て
、
学
習
し
ま
し
た
。
税

は
、
「
国
民
の
安
全
・
健
康
を
守

る
も
の
」と
知
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
こ
ろ
は
、
「
関
係
な
い
」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
中
学
校
に
入

学
し
て
、
学
習
す
る
う
ち
に
、
税

が
身
近
な
も
の
だ
と
感
じ
て
き
ま

し
た
。

　

例
え
ば

「
消
費
税
」
は
、
買
い

物
を
す
る
と
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
税
が
一
番
身
近
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
に
も
、
約
50
種
類
も
の

「
税
」

が
あ
り
ま
す
。

「な
ん
で
税
を
払
う
の
だ
ろ
う
。」

そ
う
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
で
も
税
は
、
私
た
ち
の
今
、

そ
し
て
将
来
を
支
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

　

中
学
校
で
も

「
税
金
」
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
・
パ
ソ
コ
ン

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
し

も
「税
」
と
い
う
の
が
無
か
っ
た
ら
。

自
分
た
ち
で
お
金
を
払
う
の
で
す
。

そ
れ
で
も
今
、
タ
ダ
な
の
は
、
税

を
納
め
て
い
る
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
た
ち
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

　

道
路
を
き
れ
い
に
整
備
す
る
の
に

も
、
上
下
水
道
の
整
備
も
、
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
公
的

サ
ー
ビ
ス
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
税
金
が
な
か
っ
た

ら
、
私
た
ち
の
生
活
は
大
変
な
暮

ら
し
に
な
り
ま
す
。

　

税
を
納
め
る
こ
と
は
大
切
な
事

な
の
で
す
。
今
、
払
っ
て
い
る
と
、

将
来
、
介
護
や
福
祉
、
医
療
な
ど

で
返
っ
て
き
ま
す
。
今
も
、
学
校

で
勉
強
で
き
る
事
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
な
ど
で
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
税
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

解
決
し
な
い
と
、
安
心
で
き
る
暮

ら
し
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
納

税
し
な
い
人
が
い
る
と
聞
き
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
税
金
は
、
み
ん

な
が
払
う
も
の
。
な
の
に
自
分
だ

け
払
わ
な
い
。
そ
う
い
う
考
え
の
人

が
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
納
め
な

く
て
い
い
。
で
は
な
く
て
、
納
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
税
を
納
め
る
事

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し

く
勉
強
し
て
も
ら
う
事
に
も
含
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
た
ち

は
そ
う
や
っ
て
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
税
金
が
あ

る
か
ら
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
税
金
を
納

め
な
い
人
は
、
こ
の
税
金
の
意
味
、

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
知
ら
な

い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
み

ん
な
が

「
税
」
に
つ
い
て
知
り
、
理

解
し
て
、
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め

て
、
次
の
世
代
の
人
。
つ
ま
り
私
た

ち
も
税
金
を
納
め
、
こ
れ
か
ら
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
、
今

の
う
ち
か
ら
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
今
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い

る
こ
と
。
そ
れ
は
父
母
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

くらしの情報
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シ

リ

ズ

ー

「荒
尾
市
民
病
院
」
は
今
！

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
荒
尾
市
民
病

院
の
現
状
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

10

くらしの情報 

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院
総
務
課

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
511
）

　

女
性
の
一
生
の
間
に
は
女
性
特
有

の
多
く
の
健
康
上
の
問
題
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
婦
人
科
は
こ

う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
や
悩

み
事
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
診
療

科
で
す
。
具
体
的
に
は
、
思
春
期
の

月
経
異
常
・
妊
娠
や
出
産
、
産
後

の
問
題
・
子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜

症
・
子
宮
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
の

悪
性
腫
瘍
・
更
年
期
の
体
調
異
常
・

老
年
期
の
心
配
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら

の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
方
の
た
め
に
、

手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
化
学

療
法
な
ど
の
治
療
法
を
駆
使
し
て
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
病

院
は

「
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
研

修
指
定
病
院
」
で
あ
り
、
特
に
婦
人

科
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
は
高
い
評
価

と
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

科
で
は
貴
重
な
生
命
の
誕
生
を
、
安

全
で
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
体
制
で

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
産

婦
人
科
は

「
妊
娠
し
た
」
「
今
ま
で

産
婦
人
科

経
験
し
た
こ
と
が
無
い
下
腹
部
の
痛

み
が
あ
る
」
「
婦
人
科
が
ん
検
診
で

腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
」
時
の
担
当
科

で
す
。

●
産
婦
人
科
の
医
師

◆
柴
田　

三
郎　

婦
人
科
部
長 

専
門
領
域
…
産
婦
人
科　
　

昭
和
54
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
産
科
婦
人
科
学

会

（
専
門
医
）、
日
本
が
ん
治
療
学

会◆
松
井　

幹
夫　

産
科
部
長   

専
門
領
域
…
産
婦
人
科

昭
和
60
年
９
月  

獨
協
医
科
大
学
卒

業   

所
属
学
会
…
日
本
産
婦
人
科
学
会
、

日
本
子
宮
が
ん
研
究
会

外
来
診
療
日
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来
は

11
時
30
分
ま
で
で
す
。 

　

放
射
線
科
は
大
き
く
分
け
て
、
放

射
線
診
断
部
門
と
放
射
線
治
療
部

門
の
2
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
放
射

線
診
断
部
門
は
読
影
と
言
っ
て
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い

っ
た
画
像
か
ら
病
気
の
診
断
に
至
る
、

画
像
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
射

線
治
療
部
門
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

種
で
あ
る
放
射
線
（Ｘ
線
や
電
子
線
）

を
用
い
て
、
が
ん
や
一
部
の
良
性
疾

患
に
対
し
て
行
う
治
療
で
す
。
手
術

と
は
異
な
り
、
患
部
を
温
存
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
美
容
的
・
機
能
的
に

非
常
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
血

管
の
中
に
造
影
剤
を
注
入
し
、
細
い

管
で
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
高

度
な
手
術
や
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
は

「
放
射
線
科
専
門
医

修
練
協
力
機
関
」
で
あ
り
、
高
性

能
な
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
と

い
う
機
械
を
導
入
し
て
お
り
、
特
に

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目

指
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
県
北
部
で
は
唯

一
、
市
民
病
院
が
設
置
し
て
い
ま
す
。

放
射
線
科
は

「
が
ん
検
診
で
腫
瘍
が

見
つ
か
っ
た
」
「放
射
線
治
療
を
要
す

る
」
時
の
担
当
科
で
す
。

●
放
射
線
科
の
医
師

◆
宮
嵜　

俊
幸 

放
射
線
科
部
長 

専
門
領
域
…
画
像
診
断
、
放
射
線

治
療
、
核
医
学
、
血
管
内
手
術

（カ

テ
ー
テ
ル
治
療
）　　

昭
和
61
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業  　
　
　

放
射
線
科

所
属
学
会
…
日
本
医
学
放
射
線
学

会

（専
門
医
）

外
来
診
療
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら

新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来
は
11

時
30
分
ま
で
で
す
。 

火
・
金
曜
…
新
患

月
～
金
曜
…
再
来　
　

　

臨
床
病
理
科
と
は
聞
慣
れ
な
い
名

前
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
こ
の

科
を
持
っ
て
い
る
病
院
は
非
常
に
少

な
い
の
で
す
。
病
理
検
査
と
い
う
言

葉
自
体
は
、
外
科
や
内
科
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
部
門
の
医
師
が
、
胃
や

大
腸
、
気
管
支
な
ど
の
検
査
の
後
に

「
組
織
を
病
理
検
査
で
詳
し
く
調
べ

ま
す
」
と
説
明
す
る
の
を
お
聞
き
に

な
っ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
臨

床
病
理
科
は
、
そ
の
病
理
検
査
を
担

当
す
る
部
門
で
、
担
当
者
は
医
師
の

資
格
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
病

理
検
査
を
担
当
す
る
専
門
の
病
理

医
は
非
常
に
数
が
少
な
く
、
全
国
で

２
０
０
０
名
前
後
、
熊
本
県
に
は
22

名
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
現
役
を
引
退

し
た
方
や
検
査
医
と
し
て
開
業
し
て

い
る
医
師
を
除
く
と
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
規
模
の
大
き
な
病
院
に
勤
務
し

て
お
り
、
市
民
病
院
は
県
北
部
で
唯

一
、
病
理
診
断
を
専
門
と
す
る
医

師
が
い
る
病
院
で
す
。
病
理
診
断
と

は
、
例
え
ば
検
査
で
胃
に
ポ
リ
ー
プ

臨
床
病
理
科

が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
こ
れ
が
良
性

な
の
か
悪
性
な
の
か
を
診
断
し
、
今

後
の
治
療
方
針
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
胃
の
ポ
リ
ー
プ
が
悪
性
、
つ
ま

り

「
胃
が
ん
」
と
分
か
り
、
手
術
が

必
要
と
な
る
と
胃
を
ど
れ
だ
け
切
除

す
る
の
か
、
ま
た
、
ど
れ
く
ら
い
の

リ
ン
パ
節
を
取
る
と
胃
が
ん
を
治
す

こ
と
が
出
来
る
の
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
手
術
中
に
胃
や
リ

ン
パ
節
の
組
織
を
採
っ
て
急
い
で
顕
微

鏡
で
見
て
、
胃
が
ん
が
残
っ
て
い
る
か

ど
う
か
？
転
移
が
あ
る
か
ど
う
か
？

な
ど
を
判
断
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

病
理
診
断
を
専
門
と
す
る
貴
重
な

医
師
が
い
る
こ
と
で
、
よ
り
質
の
高

い
医
療
を
地
域
住
民
の
方
に
提
供
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
臨
床
病
理
科
の
医
師

◆
大
河
原  

進 

副
院
長
兼
臨
床
病

理
科
部
長
兼
検
査
科
部
長 

専
門
領
域
…
臨
床
病
理
、
病
理
解

剖　
　
　
　

昭
和
50
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
病
理
学
会

（
専

門
医
）

※
医
師
紹
介
の
中
で

「
所
属
学
会
」

は
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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●
職
種
お
よ
び
人
員

病
院
事
務
職　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

●
応
募
資
格

　

医
事
事
務
実
務
経
験
を
10
年
以

上
有
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
短

期
大
学
程
度
以
上
を
卒
業
し
た
者

で
、
診
療
情
報
管
理
士
の
認
定
資

格
を
持
ち
医
事
事
務
等
に
関
し
実

務
指
導
が
で
き
る
程
度
の
知
識
を

有
す
る
者

（年
齢
不
問
）

※
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
地

方
公
務
員
法
第
16
条
各
号

（
欠

格
条
項
）
に
該
当
し
な
い
者
。

《
詳
し
い
受
験
資
格
》

▽

「実
務
経
験
」
は
、
正
規
雇
用

と
し
て
１
年
以
上
継
続
し
て
就
業

し
た
期
間
が
該
当
す
る

（
休
職
期

間
は
経
験
年
数
に
含
め
な
い
）

▽

「
短
期
大
学
程
度
」
と
は
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る

（
ア
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期

大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
者

（
イ
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の

中
退
者
で
、
大
学
に
２
年
以
上
在

学
し
て
62
単
位
以
上
取
得
し
た
者

（
ウ
）
学
校
教
育
法
に
よ
る
専
修

学
校
の
専
門
課
程

（
専
門
学
校
）

の
う
ち
、
修
業
年
限
２
年
以
上
で
、

総
授
業
数
１
７
０
０
時
間
以
上
の

履
修
を
義
務
付
け
て
い
る
過
程
を

修
了
し
た
者

（
エ
）
そ
の
他

（
ア
）
と
同
等
程
度

の
学
力
を
有
す
る
と
市
長
が
認
め

る
者

※
平
成
19
年
度
に
行
わ
れ
た
荒
尾

市
民
病
院
職
員
採
用
試
験
を
受

験
し
、
不
合
格
に
な
っ
た
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
験
手
続

①
受
付
期
間　

２
月
１
日

（
金
）

～
８
日

（金
）
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、２
月
８
日
（金
）

ま
で
の
消
印
有
効

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
ま
で

（土
・
日
除
く
）

②
申
込
先　

〒
864
・
０
０
４
１　

荒
尾
市
荒
尾
２
６
０
０
番
地　

荒

尾
市
民
病
院　

総
務
課　

庶
務
施

設
係　

☎
63
・
１
１
１
５　

（内
線
510
、
511
）

③
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
持
参
ま

た
は
郵
送
の
こ
と

▼
持
参
の
場
合
、
履
歴
書
２
通
お

よ
び
80
円
切
手
１
枚
を
提
出
の
こ
と

▼
郵
送
の
場
合
、封
筒
の
表
に

「荒

尾
市
民
病
院
職
員
採
用
試
験
」
と

朱
書
し
、
履
歴
書
２
通
お
よ
び
80

円
切
手
２
枚
を
同
封
の
上
、
必
ず

簡
易
書
留
郵
便
に
て
送
付
の
こ
と

▼
添
付
書
類
と
し
て
、
診
療
情
報

管
理
士
認
定
証
の
写
し
と
職
務
経

歴
書

（様
式
任
意
）
を
提
出
の
こ
と

（
最
終
合
格
者
に
つ
い
て
は
勤
務
先

等
か
ら
の
実
務
経
験
証
明
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
経
歴
・
資
格
等
に
虚
偽
の
申
告

が
あ
っ
た
場
合
に
は
合
格
を
取
り

消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
内
容

第
１
次
試
験　

①
筆
記
試
験

（
教

養
試
験
）、
②
適
性
検
査

第
２
次
試
験　

①
個
別
面
接
、
②

作
文
試
験

●
第
１
次
試
験
の
日
時
・
場
所

日
時　

２
月
17
日

（
日
）
午
前
９

時
か
ら

場
所　

荒
尾
市
民
病
院　

第
１
会

議
室

（南
病
棟
４
階
）

荒
尾
市
荒
尾
２
６
０
０
番
地　

☎
63
・
１
１
１
５

※
２
次
試
験
は
２
月
下
旬
を
予
定

（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
日
時
・

場
所
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

●
採
用　

４
月
１
日
以
降

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院　

総
務
課

庶
務
施
設
係
☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
510
、
511
）

荒
尾
市
民
病
院
職
員
採
用
試
験

　

４
月
よ
り
募
集
し
て
い
ま
し
た
、

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
人

間
ド
ッ
ク
が
、
定
員
ま
で
若
干
で

す
が
余
り
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
主
な
目
的
と
し
て
、
通

常
よ
り
安
い
費
用

（
検
査
費
用
の

７
割
を
助
成
）
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
短
期
間
の
募
集
に

な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
糖

尿
病
等
生
活
習
慣
病
に
着
目
し
た

健
診

（
特
定
健
康
診
査
）
を
実

施
す
る
こ
と
か
ら
国
民
健
康
保
険

に
お
け
る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
は
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
対
象　

30
歳
以
上
69
歳
ま
で
の

国
保
被
保
険
者
の
方
、
18
年
度
国

保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

※
18
年
度
中
に
利
用
さ
れ
た
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所　

健
康
生
活
課
国
保

年
金
係

（⑫
‐
１
窓
口
）

●
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険
証

【日
帰
り
コ
ー
ス
の
み
】

①
～
⑥
合
わ
せ
て
約
30
人

受
診
期
間
…
３
月
ま
で

①
荒
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　

☎
63
・
１
１
６
６

②
荒
尾
中
央
病
院　
　

　
　
　
　
　
　

☎
64
・
１
３
３
３

③
鴻
江
病
院　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
62
・
０
５
２
５

④
白
鳩
診
療
所　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
62
・
１
２
７
３

⑤
藤
枝
医
院　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
68
・
３
２
３
２

⑥
山
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

☎
62
・
７
７
２
２

健
診
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
生
活

習
慣
病
は
よ
り
効
果
的
に
予
防
で

き
ま
す
。
健
診
は
毎
年
受
け
る

よ
う
に
し
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

［
問
］
健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

国
保
被
保
険
者
の
方
へ　

　
　

人
間
ド
ッ
ク
の
再
々
募
集
に
つ
い
て

くらしの情報



　　　広報あらお  Ｈ 20.2. １  �0

荒
尾
市
の
学
校
二
学
期
制

（
下
）

平
成
20
年
４
月
か
ら　

「学
校
二
学
期
制
」、

　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
校

（７
校
）
で
試
行

～　

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に　

～

Ｑ
１
、三
学
期
制
の
ま
ま
で
は
、
い

け
な
い
の
で
す
か
？　

な
ぜ
、
二

学
期
制
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
か
？

Ａ
、　

「
三
学
期
制
で
は
い
け
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
週
５
日
制
へ
の
転
換
や
、
社

会
状
況
の
変
化
に
よ
り
学
校
で
は
、

次
の
よ
う
な
課
題
・
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
改
善
・
解

決
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て

「
二

学
期
制
」
が
有
効
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
教
育
の
質
の
向

上
を
目
指
し
前
向
き
に
取
り
組
み

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

<

課
題
・
問
題>

　

①
週
５
日
制
の
導
入
で
年
間
の
授

業
時
間
数
が
縮
減
さ
れ
て
お
り
、

教
科
の
授
業
を
は
じ
め
、
学
級
活

動
や
生
徒
会
活
動
、
集
団
宿
泊

教
室
・
体
験
学
習
・
文
化
祭
な
ど

の
学
校
行
事
等
、
教
育
活
動
全
体

を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
対
応
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
は
教
科
指
導
や
い
ろ

い
ろ
な
活
動
、
学
校
行
事
の
展
開

に
お
い
て
、
十
分
な
時
間
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
現
在
、
子
ど
も
の
学
力
低
下
や

体
力
低
下
、
基
本
的
生
活
習
慣
の

乱
れ
、
規
範
意
識
の
低
下
、
い
じ

め
・
不
登
校
な
ど
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

状
況
な
ど
か
ら
、
道
徳
教
育
、
人

権
教
育
、
安
全
教
育
、
特
別
支

援
教
育
、
情
報
教
育
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
環
境
教
育
、
食
育
、
国

際
理
解
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

育
な
ど
の
充
実
が
学
校
教
育
に
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た

時
間
数
の
中
で
多
種
多
様
な
教
育

課
題
へ
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
ず
、
学
校
現
場
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
あ

る
意
味
で
、
先
生
方
が
子
ど
も
た

ち
に
じ
っ
く
り
関
わ
り
合
い
に
く
い

状
況
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

③
評
価
の
方
法
が

「
相
対
評
価
」

か
ら

「
絶
対
評
価
」
に
転
換
さ
れ

て
お
り
、
評
価
に
お
い
て
は
、
長
期

間
に
わ
た
る
細
か
な
観
察
と
指
導
の

記
録
が
必
要
で
す
。
三
学
期
制
で

は
、
標
準
的
に
１
学
期
が
71
日
、
２

学
期
が
77
日
、
３
学
期
が
52
日
程

度
と
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
教

科
次
第

（
特
に
中
学
校
）
で
は
、

一
学
期
10
時
間
に
満
た
な
い
授
業

時
数
で
子
ど
も
の
評
価
を
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
悩
み
も
あ
り
ま

す
。　

④
三
学
期
制
で
は
学
期
末
の
7

月
、
12
月
は
、
行
事
や
学
期
末
の

成
績
評
価
、
通
知
表
作
成
な
ど
で

先
生
方
と
、
子
ど
も
た
ち
が
じ
っ

く
り
関
わ
り
合
え
る
時
間
が
ど
う

し
て
も
不
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
終
業
式
、
始
業
式
前
後

は
、
授
業
や
行
事
な
ど
を
組
み
に

く
く
、
子
ど
も
た
ち
も
落
ち
着
い

て
学
習
活
動
に
取
り
組
み
に
く
い

と
言
え
ま
す
。
年
間
行
事
を
計
画

す
る
場
合
も
、
現
行
で
は
、
学
期

の
期
間
が
短
い
た
め
設
定
や
変
更

に
無
理
を
生
じ
や
す
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

⑤
各
学
期
の
終
了
後
に
通
知
表
を

も
ら
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

「
こ
れ

で
終
わ
り
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
で

長
期
休
業
日
を
迎
え
や
す
く
、
学

習
の
連
続
性
が
途
絶
え
が
ち
で
す
。

Ａ
、
二
学
期
制
で
は
、
前
期
、
後

期
が
そ
れ
ぞ
れ
約
100
日
間
と
い
う

長
い
期
間
に
な
り
、
授
業
や
行
事

な
ど
が
設
定
し
や
す
く
な
り
、
ま

た
緊
急
時
の
変
更
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
評
価
・
指
導
に

も
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
評
価
の
精
度
が
上
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

●
長
い
期
間
を
見
通
し
た
指
導
計

画
の
立
案
と
、
長
い
期
間
で
の
子
ど

も
の
学
習
状
況
把
握
が
で
き
、
成

長
を
多
面
的
に
細
か
く
観
察
し
、

よ
り
適
切
な
評
価
と
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を

子
ど
も
の
個
性
を
生
か
し
た
指
導
・

支
援
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
中
学
３
年
生
で
は
特
に
、
時
間

の
確
保
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、

先
生
方
も
進
路
指
導
が
落
ち
着
い

た
状
況
で
で
き
、
相
談
活
動
な
ど

に
よ
り
指
導
の
徹
底
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ
２
、
二
学
期
の
区
切
り
や
授
業

日
数
、
授
業
時
数
は
、
ど
う
な
る

の
で
す
か
？

Ａ
、
本
市
で
は
、
二
学
期
制
を
モ

デ
ル
校
で
実
施
し
ま
す
が
、
長
期

休
業
日
の
設
定
は
現
在
と
同
じ
で

す
。
前
期
は
、10
月
の
「体
育
の
日
」

を
含
む
３
連
休
ま
で
で
す
。
後
期

は
、
そ
の
翌
日
か
ら
で
す
。

●
学
期
の
中
途
に
長
期
休
業
日
が

あ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
先

生
方
も
こ
の
期
間
に
い
ろ
い
ろ
な
評

価
資
料
の
整
理
点
検
が
余
裕
を
持

っ
て
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
休
業

明
け
の
指
導
に
お
い
て
も
、
充
実

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
通
知
表
を
き
め
細

か
で
、
内
容
の
濃
い
も
の
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
一
つ
の
学
期
が
長
く
な
る
こ
と

か
ら
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
学
習
を

計
画
的
に
展
開
し
や
す
く
な
り
、

学
習
の
内
容
が
深
化
・
定
着
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

●
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
、
全
体

的
に
先
生
方
も
個
人
指
導
や
個
人

面
談
に
当
た
っ
た
り
、
発
展
的
学

「二
学
期
制
」
に
つ
い
て
の
、
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
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習
や
補
充
的
学
習
、
豊
か
な
心
を

育
む
体
験
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
り
す
る
時
間
が
確
保
で
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
先
生
方
の
精
神
的
・

物
理
的
ゆ
と
り
は
、
ひ
い
て
は
子
ど

も
の
学
力
充
実
や
個
性
の
伸
長
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

Ｑ
３
、
夏
休
み
前
、
冬
休
み
前
の

通
知
表
が
な
く
な
る
こ
と
で
、
長

期
休
業
を
迎
え
る
こ
と
に
不
安
が

あ
り
ま
す
が
…

Ａ
、
夏
休
み
の
期
間
は

「
前
期
」

の
、冬
休
み
の
期
間
は

「後
期
」
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
折
り
返
し
点
に
当
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
反
省
と
、

学
期
後
半
の
学
習
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
に
備
え
る
時
期
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
通
知

表
が
な
い
こ
と
へ
の
不
安
解
消
へ
の
対

応
も
含
め
て
、
各
学
校
の
実
情
に

応
じ
て
、
資
料
の
提
供
や
面
談
な

ど
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

<

対
応
策>

 

①
各
種
資
料
の
提
供
…
教
科
単
元

テ
ス
ト
の
結
果
表
、
子
ど
も
自
身

に
よ
る
自
己
評
価

（
ふ
り
か
え
り

カ
ー
ド
な
ど
）、
「学
習
の
あ
ゆ
み
」

な
ど
、
資
料
提
供
を
工
夫
し
ま
す
。

②
個
人
面
談
や
家
庭
訪
問
の
実
施

に
よ
る
、
子
ど
も
に
関
す
る
情
報

の
提
供
と
、
意
見
の
交
換
。

※
ど
の
よ
う
な
方
式
に
す
る
か
は
、

各
学
校
の
実
情
・
実
態
に
合
う
よ

う
工
夫
さ
れ
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
の

「
通
知
表
を
も
ら
っ

て
学
期
が
終
わ
り
で
、
こ
れ
か
ら
長

い
休
み
期
間
」と
い
う
考
え
か
ら
「学

期
の
途
中
の
休
み
」
と
い
う
と
ら
え

方
に
変
わ
り
、
学
校
で
は
、
長
期

休
業
前
に
子
ど
も
に
課
題
を
把
握

さ
せ
、
学
習
目
標
の
再
設
定
や
修

正
を
指
導
し
、
長
期
休
業
中
に
自

主
的
・
発
展
的
学
習
に
計
画
的
に

取
り
組
む
よ
う
適
切
な
指
導
を
行

い
ま
す
。
長
期
休
業
期
間
の
頑
張

り
が
休
み
明
け
以
降
に
成
果
と
し

て
現
れ
る
こ
と
と
な
り
、
学
期
末
で

評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が

「
学
び

の
連
続
性
」
に
つ
な
が
り
、
学
習
意

欲
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
長
期
休
業
の
期
間
は
、
学
校
の

実
情
に
合
わ
せ
て
、
体
験
学
習
や
、

体
力
向
上
の
た
め
の
運
動
、
自
主

的
・
発
展
的
学
習
、
補
充
学
習

な
ど
に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
４
、
中
学
で
は
、
定
期
テ
ス
ト

の
回
数
が
減
っ
た
り
、
テ
ス
ト
範

囲
が
広
く
な
っ
た
り
す
る
心
配
が

あ
り
ま
す
が
…

Ａ
、
原
則
的
に
は
、
定
期
テ
ス
ト

の
回
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

単
元
テ
ス
ト
や
小
テ
ス
ト
、
実
力

テ
ス
ト
な
ど
を
計
画
的
に
取
り
入

れ
、多
様
な
評
価
資
料
を
基
に
「学

び
の
連
続
性
」
「長
期
的
視
点
」
に

よ
る
評
価
を
高
め
、
子
ど
も
一
人

一
人
の
学
習
指
導
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

定
期
テ
ス
ト
の
範
囲
が
広
く
な
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
５
、
他
市
町
村
と
の
転
出
入
、

他
の
二
学
期
制
実
施
校
と
の
関
係

は
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
、
二
学
期
制
に
な
っ
て
も
、
学

習
内
容
の
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
変
更
点
は
、
主
に
学
期
の

区
切
り
と
評
価
の
時
期
で
す
の
で
、

特
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
度

途
中
の
転
出
で
も
、
評
価
の
資
料

な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
学
習

や
生
活
面
の
状
況
を
転
出
先
の
学

校
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

普
通
の
転
入
・
転
出
と
同
じ
よ
う

に
考
え
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

［
問
］
教
育
振
興
課

☎
63
・
１
６
５
９

　

在
校
生
徒
お
よ
び
保
護
者
、
地
域
住
民
、
卒
業
生
を
は
じ
め
第
五
中
学

校
に
関
わ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

荒
尾
第
五
中
学
校　

閉
校
式
典
の
お
知
ら
せ

◆
第
五
中
学
校
の
閉
校
に
つ
い
て

は
、
平
成
�9
年
第
６
回
市
議
会

（
�2
月
定
例
会
）
に
お
い
て
可
決

（承
認
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
中
と
五
中
、
三
中
と
五
中

と
の
統
合
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ

「
統
合
準
備
委
員
会
」
を
設

置
し
、
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ

う
生
徒
た
ち
の
交
流
授
業
や
交

流
事
業
等
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
加
わ

り
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
向
け ↑人権フェスティバルで五中閉校記念のうた「ＧＯＴＹＵ」

を合唱する生徒と先生

↑記念誌部会の編集会議の様子

［
問
］
教
育
振
興
課
☎
63
・
１
６
５
３

くらしの情報

●
日
時　

３
月
16
日

（日
）　

午
前
10
時
～
正
午
（受
付
９
時
～
）

●
場
所　

第
五
中
学
校

（体
育
館
）

●
内
容　

式
典
お
よ
び
生
徒
発
表

「思
い
出
を
綴
る
ス
テ
ー
ジ
」

※
車
で
ご
来
場
の
方
は
、
運
動
場

が
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

※
出
席
さ
れ
る
方
は
、
式
典
開
始

５
分
前
ま
で
に
着
席
を
お
願
い
し

ま
す
。
式
典
途
中
で
の
入
退
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
ス
リ
ッ
パ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

た
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
五
中
関
係
者
の
皆
様
で

「
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」

が
組
織
さ
れ
、
記
念
誌
発
行
な
ど

の
準
備
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
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新 「民生委員」・「児童委員」 が厚生労働大臣および県知事から委嘱されました！

　民生 ・ 児童委員および主任児童委員は厚生労働大臣および県知事の命を受け、 地域において援助を必要とする

生活にお困りの人、 高齢者、 児童、 母子世帯、 障がいのある人などの福祉に関する相談 ・ 指導を行っています。

　また、 主任児童委員は全校区で児童福祉を専門的に担当しています。 　　　　　　　　　［問］ 福祉課☎ 63 ‐ 1417

《任期　平成 19 年 12 月１日～ 22 年 11 月 30 日　敬称略》

一　小　校　区

本村 ・新町 笹尾爽子 ☎６３－０７９２

月田 塘原正幸 ☎６３－２９６０

市屋 ・貝塚 前田文雄 ☎６２－３３７９

普源寺 草場壽逞 ☎６２－０５１４

打越 藤原利生 ☎６２－１５９５

上小路 井原小夜子 ☎６３－２０４８

宮内 ・ 東屋形１
丁目

大橋節生 ☎６３－２４３１

住吉町 ・東宮内 田島光枝 ☎６３－０３８８

宮内出目東 中川喜久代 ☎６３－０２２６

宮内出目西 赤星善弘 ☎６２－１３１４

大平町 流合久夫 ☎６２－１５６６

二　小　校　区

四ッ山町１丁目 米村平八郎 ☎６４－０８００

四ッ山町２丁目 蜷川博之 ☎６２－０３８０

四ッ山町３丁目 村松淳志 ☎６２－０５６１

西原町１丁目 京極昌憲 ☎６３－０３４２

西原町２丁目 武田修 ☎６２－５４６５

西原町３丁目 林田也須之 ☎６３－２３８１

笹原社宅
大島町３ ・ ４丁目

福島マス子 ☎６２－０７９７

日の出町 興梠公照 ☎６２－７７５２

大島下 ・厩舎団地 田畑久美子 ☎６２－７７１０

昭和町 ・朝日 上村公弘 ☎６２－１６７０

境崎東 古閑義人 ☎６２－２６６４

境崎西 ・中 鶴田朝雄 ☎６２－２３７３

万田西 上野涼補 ☎６２－２０５１

大正町１ ・ ２丁目 村上邦公 ☎６２－２０４７

三　小　校　区

万田東 古賀智子 ☎６２－１６２０

万田中 ・南 良永千草 ☎６２－７０２７

原 殿﨑恒也 ☎６５－２４１６

甲根 砂川清子 ☎６２－４５３８

妙見 ・松葉 松尾眞佐子 ☎６２－３１９８

万 田 中 ･ 北 ・ 
原万田社宅

前川芣已子 ☎６４－３９１３

旧　四　小　校　区

深瀬 ・倉掛 松岡紀代子 ☎６６－０３３７

倉懸東 ・中 ・西 高尾洋子 ☎６２－０６４０

辻町 寺井幸子 ☎６２－３４５３

深瀬丘 ・朝日丘 亀浦伸子 ☎６６－３３０７

古庄原 ・平井大谷 辛島正春 ☎６６－０２２４

中　央　小　校　区

大和　１（１～１１班） 松永豊美 ☎６８－２２５０

大和　２ （１２～
１７班）

石田豊吉 ☎６８－５４２１

新大和 ・大東 大家隆 ☎６８－０７８５

中央東 宇野美智子 ☎６４－２４６２

中央西 井上テル子 ☎６４－７５８０

中央北 山野秀子 ☎６２－７５２３

荒尾大谷 髙松義守 ☎６４－１１７６

向陽台 ・みどり 田端久雄 ☎６６－０７５７

東屋形２～４丁目 樺島實男 ☎６２－０４８０

一紡 菰田政治 ☎６２－５０３７

新生 武田秀子 ☎６８－６３４３

新生西１
（８～１０ ・ １２班）

上田能照 ☎６４－２６５３

新生西２ （１～７・
１１ ・ １３ ・ １４班）

橋口ハツヨ ☎６２－０１６９

緑　ケ　丘　小　校　区

緑ケ丘２～５丁目 岡村琢道 ☎６８－０８０９

岱洋中 欠員

岱洋西 前原孝輔 ☎６６－２３９４

岱洋東 村上英雄 ☎６６－３８６６

平　井　小　校　区

庄山 ・金屋 ・元村 柴尾幸人 ☎６６－０５００

平 井 城 ・ 小 路 
陣屋敷 ・宿

野田良光 ☎６６－１８３１

唐池 末藤傅修 ☎６８－００６４

上井手上 ・下 井上哲彦 ☎６６－２７３４

田倉 ・野中 原口富雄 ☎６６－１５０３

川北 古澤俊夫 ☎６６－１６６7

助丸 ・開 古嶋忠典 ☎６６－０９５２

府　本　小　校　区

府本上 村上雅子 ☎６８－５６８６

府本下 西川ユキエ ☎６８－４０３９

樺上 ・下 成德　親幸 ☎６８－２２２０

金山上 森野ヤエ子 ☎６８－３１１３

金山下 前田宏喜 ☎６８－３２６５

八　幡　小　校　区

菰屋南 吉田佳智子 ☎６８－１３５４

菰屋北 藤岡孝喜 ☎６８－４７３４

上 ・ 下赤田 西田庫士 ☎６８－０３１８

野原南 ・北 西田秀子 ☎６８－４２５５

今寺 ・川登 寺川之二 ☎６８－３８０５

井川口 ・川後田 村上智彦 ☎６８－３１２６

八幡台１丁目 松浦喜美 ☎６８－２３９５

八幡台２ ・ ３丁目 馬場泰彦 ☎６８－６２０１

八幡台４丁目
( １～３)

吉岡繁利 ☎６８－４３７４

八幡台４丁目
( ４～６)

欠員

有　明　小　校　区

蔵満 西村サトノ ☎６２－６５４８

海下 ・有明城 古城ミチコ ☎６４－２５２１

中一部 ・猫宮 永野　猛 ☎６３－０２４８

中増永 田端時義 ☎６４－３５４８

南増永 本村廣範 ☎６２－２３７８

北増永 時和克己 ☎６２－２４５６

向一部 ・揚増永 小山俊伸 ☎６２－１９６２

清　里　小　校　区

牛水上 和田トミ子 ☎６４－００１３

牛水中 宮脇テルヨ ☎６２－６５３５

牛水下 山川勇 ☎６２－１８０２

小野 本村博郁 ☎６８－４７９１

水島 田上佐津夫 ☎６８－３５４３

高浜 宮丸豊 ☎６８－４３７３

桜　山　小　校　区

桜山町１ ・ ２丁目 
（１～１３）

植松陸郎 ☎６８－０３４１

桜 山 町 ２ 丁 目 
（１４～２６）

原正子 ☎６８－６００５

桜山町３丁目 満平一男 ☎６８－１５０５

桜山町４丁目北
（７～１５，１７，１８
班 )

森田司 ☎６８－３４０７

桜山町４丁目南 
（１～６、 １６班）

中尾直 ☎６８－０４８８

山浦町（２～８班・
９～１０班）

北田征四郎 ☎６８－５７１５

山浦町 （１班 ・ １

の１～１の３班 ・
８班２） ・ 新図

野口美代子 ☎６８－０４２７

主　任　児　童　委　員

一小 ・二小 ・
三小 ・中央

宮本馨 ☎６３－１６２９

多田隈清女 ☎６２－２０８４

古閑ムツ子 ☎６３－２１４６

旧四小・緑ヶ丘・
平井 ・府本 ・八幡
有明 ・清里 ・桜山

米田須美子 ☎６６－０６７４

前田信子 ☎６２－６７１５

松島眞智子 ☎６８－０３６９
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犬
・
ね
こ
に
関
す
る
苦
情
が
最

近
増
え
て
い
ま
す
。
苦
情
の
大
半

は
、
放
し
飼
い
、
ふ
ん
の
放
置
、

鳴
き
声
に
よ
る
も
の
で
す
。
ご
近

所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
次
の

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ

う
　

咬
傷
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す

し
、
犬
を
怖
が
る
人
も
い
ま
す
。

散
歩
の
時
も
必
ず
鎖
等
で
つ
な
ぎ
、

放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
す

　

散
歩
の
ふ
ん
は
、
必
ず
持
ち
帰
っ

て
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬

・
ね
こ
等
を
捨
て
な
い
で
最

後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う

　

犬
・
ね
こ
も
大
切
な
家
族
の
一

員
で
す
。
飼
い
主
の
責
任
を
自
覚

し
、
愛
情
を
持
っ
て
世
話
を
し
ま

し
ょ
う
。

●
犬

・
ね
こ
の
習
性
等
を
理
解
し

て
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

犬
や
ね
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
習
性
や

行
動
を
よ
く
知
り
、
十
分
な
運
動

や
清
潔
を
保
ち
、
ス
ト
レ
ス
が
た

ま
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
飼
い
主
が
だ
れ
で
あ
る
の
か
、

わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

鑑
札
等
を
付
け
、
飼
い
主
が
わ

か
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
い
な
く
な
っ
て
も
早
く
発

見
で
き
ま
す
。

●
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主

は
、
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し

ょ
う

※
市
で
は
、
保
健
所
で
保
護
し
た

犬
の
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

『
迷

子
犬
』
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
:// 

w
w

w
.city

.arao.k
u
m

am
oto.jp

［
問
］
有
明
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
72
・
２
１
８
４
ま
た
は　
　

環
境
保
全
課
☎
63
・
１
３
７
０

犬
や
ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
20
年
３
月
31
日
で
請
求
期

間
が
終
了
し
ま
す
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
対
象
者

１
、
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓

が
変
わ
っ
て
い
る
方
ま
た
は
遺
族
以

外
の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る

方
は
除
か
れ
ま
す
。

４
、
上
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債

●
請
求
期
間

３
月
31
日
ま
で

※
請
求
期
限
ま
で
に
請
求
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
時
効
に
よ
り
請
求

権
が
消
滅
し
ま
す
。

●
請
求
窓
口

福
祉
課
福
祉
係

（11
‐
２
番
窓
口
）

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
０
６

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
が
未
だ
お
済
み
で
な
い
方
へ

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制

抑
留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

　

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ

連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ

た
方
の

「
ご
本
人
」
に
慰
藉
の
念

を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の

『
特
別
慰
労
品
』
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
の
書
状

等
を
受
け
た
方
、
書
状
を
受
け
る

資
格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

請
求
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対
象

で
す
。

　

請
求
書
は
、
福
祉
課
の
窓
口
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金

☎
０
１
２
０
・
234
・
933

（無
料
）

（
月
～
金
曜
、
午
前
９
時
15
分
～

午
後
５
時
15
分
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://

w
w

w
.h

eiw
a.g

o.jp

くらしの情報
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市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

解
放
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

●
日
時　

２
月
15
日

（
金
）
～
18

日

（月
）

午
前
９
時
～
午
後
10
時
ま
で

（
土
・
日
曜
は
午
後
4
時
30
分
ま

で
）

●
場
所　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
児
童
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

 

▽
生
け
花
・
手
芸
・
し
き
字
教
室

の
作
品

▽
子
ど
も
会
の
活
動
状
況
や
作
品

の
紹
介

▽
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ー
ナ
ー

▽
バ
ザ
ー

　

日
時
…
２
月
17
日

（日
）

　
　
　
　
　

 

午
前
11
時
～
午
後
２
時

▽
カ
ラ
オ
ケ
、
日
舞
等
発
表
会

　

日
時
…
２
月
17
日

（日
）

           

午
後
１
時
～
４
時

［
問
］
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
１
３
１
３

　

「広
報
あ
ら
お
」
題
字
を
募
集
し
ま
す
！

●
対
象　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童

（新
１
年
生
～
新
６
年
生
）

●
内
容　

20
年
度

『
広
報
あ
ら
お
』
の
題
字

（22
回
分
）

●
留
意
事
項　

　

採
用
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は

『
広

報
あ
ら
お
』
お
よ
び

『
荒
尾
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
』
に
お
い
て
小
学
校
・

学
年
・
氏
名
・
紹
介
記
事
・
写

真
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
応
募
作

品
の
返
却
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法　

　

縦
12
㎝
×
横
33
㎝
の
白
用
紙
に

横
書
き
で

「
あ
ら
お
」
と
墨
書
き

し①
住
所

②
氏
名

（ふ
り
が
な
）

③
学
校
名

④

（新
）
学
年

⑤
電
話
番
号

を
書
い
た
紙
片
を
作
品
に
付
け
て
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

●
応
募
期
限　

２
月
29
日

（金
）
必
着

●
採
用
者
発
表 

『広
報
あ
ら
お
』
４
月
１
日
号
に
掲

載※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
未
掲
載
の

方
を
優
先
し
て
採
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

［
申
・
問
］
〒
864
・
８
６
８
６

（住
所
不
要
）
荒
尾
市
役
所

政
策
企
画
課
地
域
振
興
係　

☎
63
・
１
２
７
４

【ぐ
り
と
ぐ
ら
お
話
の
会
】

●
日
時　

２
月
９
日

（土
）

午
後
２
時
～　
　

●
場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

（
天

使
の
館
）

【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お

は
な
し
会
】

●
日
時　

２
月
16
日

（土
）

午
後
２
時
～

●
場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

（天

使
の
館
）

【乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会
】

●
日
時　

２
月
15
日

（金
）

午
前
11
時
～　
　

●
場
所　

み
ど
り
蒼
生
館

【
図
書
館
職
員
に
よ
る
お
は
な
し

会
】

●
蔵
書
点
検
期
間
中
の
た
め
お
休

み
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
ど
の
お
は
な
し
会
も
参
加
無
料

２
月
の
休
館
日

３
日

（第
一
日
曜
）、
６
日

（水
）、

11
日

（
月
・
祝
）、
13
日

（
水
）、

20
日

（
水
）
～
29
日

（
金
）
は
特

別
整
理
休
館
日
・
蔵
書
点
検
期

間
と
な
り
ま
す
。

［
問
］
市
立
図
書
館　

☎
63
・
２
３
７
９　

お
は
な
し
会
へ
ど
う
ぞ
！

平
成
19
年
度　

文
学
講
座

　

歴
史
、
文
化
、
日
常
生
活
…
様
々

な

「
日
本
」
に
根
ざ
し
た
文
学
作

品
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

《
第
１
回
》

●
日
時　

２
月
23
日

（土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館　

Ｃ
・
Ｄ
室

●
演
題　

「
現
代
女
性
詩
人
・
新

川
和
江
の
世
界
‐
「
土
」
と

「
火
」

と

「水
」
を
テ
ー
マ
に
」

●
講
師　

岩
本
晃
代 

先
生

（有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

《
第
２
回
》

●
日
時　

３
月
27
日

（木
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

Ｃ
・
Ｄ
室

●
演
題　

「
菅
原
道
真
の
漢
詩
を

読
む
～
太
宰
府
時
代
の
最
高
傑
作

『敍
意
一
百
韻
』
鑑
賞
（そ
の
１
）
～
」

●
講
師　

焼
山
廣
志 

先
生

（有
明

工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
お
よ

び
大
牟
田
市
民
大
学
ゼ
ミ
・
道
真

梅
の
会
会
員
有
志

※
申
込
期
限
…
２
月
15
日

（金
）
ま
で

※
申
込
方
法
…
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
。
電
話
申
込
可
、
但
し
、

開
講
日
ま
で
に
受
講
料
を
支
払
い

に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料 
…
300
円

（資
料
代
込
）

［
問
］
図
書
館
☎
63
・
２
３
７
９
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段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

　

４
月
か
ら
、
ご
み
は
有
料
指

定
ご
み
袋
出
し
に
な
り
ま
す
。

◆
家
庭
用
袋
１
枚
…
��
円

（
��
ℓ
）
、
30
円

（
30
ℓ
）
、

��
円

（��
ℓ
）

◆
事
業
者
用
袋
１
枚
…
�30
円

（��
ℓ
）

※
粗
大
ご
み
収
集
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。　

１
品
目　

�00
円

ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
と
工
夫
で
生

ご
み
を
減
ら
し
ま
せ
ん
か

　

～
始
め
ま
し
ょ
う　

　
　
　
　

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
！
～

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
た
堆
肥

化

（
生
ご
み
の
減
量
）
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
21
日

（木
）

午
後
１
時
30
分
～

●
場
所　

働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ

ク
・
荒
尾
）
体
育
室

●
講
師　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

循
環
生
活
研
究
所

環
境
省
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

波
多
野
信
子
氏
、
た
い
ら
由
以
子
氏

●
定
員　

50
名

●
申
込
締
切　

２
月
15
日

（金
）
ま
で

●
主
催　

エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
あ
ら
お

市
民
会
議
、
女
性
モ
ニ
タ
ー
連
合

会
、
荒
尾
市

［
申
・
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
８
６

　

荒
尾
の
風
景
や
風
物
を
数
多
く

詠
ん
だ
天
才
少
女
詩
人

「
海
達
公

子
」
の
作
品
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？
二
小
元
気
会
で
は
、
荒
尾
市

の
天
才
少
女
詩
人

「
海
達
公
子
」

を
全
国
に
広
く
伝
え
る
た
め

「
第

三
回
海
達
公
子
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
10
日

（
日
）
～
14

日

（木
）
ま
で

●
場
所　

メ
デ
ィ
ア
交
流
館

※
入
場
は
無
料
で
す
。

●
内
容

【講
演
会

・
朗
読
会
】

日
時
…
２
月
10
日

（日
）

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

海
達
公
子
講
演
会

講
師
…
猪
飼　

隆
明 

氏

演
題
…

「海
達
公
子
と
そ
の
時
代
」

②
午
前
11
時
30
分
～
正
午

自
由
詩
の
朗
読
他

【
海
達
公
子
文
学
散
歩
道
の
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
】

　

海
達
公
子
が
育
っ
た
荒
尾
で
、

縁
の
地
を
訪
ね
て
歩
く

「
文
学
散

歩
道
」。
徒
歩
で
約
１
時
間
の
コ

ー
ス
と
２
時
間
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
当
時
の
情
景
を
想
像
し
な
が

ら
、
の
ん
び
り
と
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

日
時
…
２
月
11
日

（月
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
～
順
次
ス
タ
ー
ト

（受
付
９
時
30
分
～
10
時
ま
で
）

集
合
場
所
…
荒
尾
駅

主
な
コ
ー
ス
…
荒
尾
駅
～
二
小

（
海
達
公
子
銅
像
）、
宮
島
神
社
、

公
子
の
墓
碑
、
競
馬
場
、
四
山
神

社
、
メ
デ
ィ
ア
交
流
館

参
加
料
…
500
円
（小
学
生
ま
で
無
料
）

【展
示
】

日
時
…
２
月
10
日

（
日
）
～
14
日

（木
）

▽
海
達
公
子
作
品
の
展
示

（
詩
、

絵
、
日
記
等
）

▽
公
募
作
品
の
展
示

（
自
由
詩
、

絵
画
、
写
真
、
書
道
等
）

［
問
］
二
小
元
気
会　

海
達
公
子

顕
彰
事
業
企
画
委
員
長　

松
山　

☎
62
・
０
０
５
７

第
三
回　

「海
達
公
子
ま
つ
り
」

●
場
所　

メ
デ
ィ
ア
交
流
館　
　

●
講
師　

(

有)

の
び
の
び
ネ
ッ
ト
社

員　●
対
象　

ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
て

①
希
望
講
座
名

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号

⑤
年
齢

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
日　

２
月
１
日

（
金
）
～　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

［
申
・
問
］
メ
デ
ィ
ア
交
流
館

〒
864
・
０
０
５
４　

大
正
町
２
丁
目
３
番
２
号

☎
69
・
０
５
５
２

講座名 開講日 時間 受講料

入門

（定員 ： １２名）
2/� （火） ～ 7 （木）、�2 （火） ～ �� （木） �0:00 ～ �2:00

3,000 円

( テキスト代別 �00 円 )

エクセル初級

（定員 ： １２名）
2/�9（火）～ 2�（木）、26（火）～ 28（木） �0:00 ～ �2:00

3,000 円

( テキスト代別 �00 円 )

ワード初級

（定員 ： １２名）
2/� （火）、 �2 （火）、 �9 （火） �9:00 ～ 2�:00

3,000 円

( テキスト代別 �00 円 )

メ
デ
ィ
ア
交
流
館　

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

●２月開講分 平
成
19
年
度　

文
学
講
座

　

歴
史
、
文
化
、
日
常
生
活
…
様
々

な

「
日
本
」
に
根
ざ
し
た
文
学
作

品
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

《
第
１
回
》

●
日
時　

２
月
23
日

（土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館　

Ｃ
・
Ｄ
室

●
演
題　

「
現
代
女
性
詩
人
・
新

川
和
江
の
世
界
‐
「
土
」
と

「
火
」

と

「水
」
を
テ
ー
マ
に
」

●
講
師　

岩
本
晃
代 

先
生

（有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

《
第
２
回
》

●
日
時　

３
月
27
日

（木
）

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館　

Ｃ
・
Ｄ
室

●
演
題　

「
菅
原
道
真
の
漢
詩
を

読
む
～
太
宰
府
時
代
の
最
高
傑
作

『敍
意
一
百
韻
』
鑑
賞
（そ
の
１
）
～
」

●
講
師　

焼
山
廣
志 

先
生

（有
明

工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）
お
よ

び
大
牟
田
市
民
大
学
ゼ
ミ
・
道
真

梅
の
会
会
員
有
志

※
申
込
期
限
…
２
月
15
日

（金
）
ま
で

※
申
込
方
法
…
図
書
館
の
カ
ウ
ン

タ
ー
で
。
電
話
申
込
可
、
但
し
、

開
講
日
ま
で
に
受
講
料
を
支
払
い

に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料 

…
300
円

（資
料
代
込
）

［
問
］
図
書
館
☎
63
・
２
３
７
９
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～
労
働
者
と
事
業
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
し
ま
す
！
熊
本
県
労
働

委
員
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
賃

金
カ
ッ
ト
や
雇
用
な
ど
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
お
こ
る
ト
ラ
ブ
ル

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
話
し
合
い
に
応
じ
て
も
ら
え
な

い
」
「で
き
る
だ
け
早
く
解
決
し
た

い
」
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
簡
単
で
、
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。

[

問]　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務

局

（県
庁
本
館
３
階
）

☎
096
・
333
・
２
７
５
３

高
齢
者
の
悩
み
・
心
配
事
、
ま
ず

は
お
電
話
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
110
番

（熊
本
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
096
・

325
・
８
０
８
０

　

高
齢
者
の
方
や
そ
の
家
族
の
抱

え
る
様
々
な
心
配
事
や
悩
み
事
に

対
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
一
般
相
談　

日
常
生
活
で
生
じ

る
ど
ん
な
些
細
な
問
題
や
悩
み

事
、
家
族
間
の
心
配
事
・
財
産
・

借
金
問
題
・
親
の
介
護
・
老
後
の

こ
と
・
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
、

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
お
応
え
し

ま
す
。

●
専
門
相
談　

ま
ず
、
一
般
相
談

と
し
て
お
う
け
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
一
般
相
談
等
で
解
決
が

難
し
い
相
談
は
専
門
相
談
員

（
医

師
、
一
級
建
築
士
、
税
理
士
、

弁
護
士
）
が
相
談
日
を
決
め
て
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時　

月
～
金
曜
、
第
一

日
曜
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
相
談
料　

無
料

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp

://w
w

w
.saw

ay
ak

a.or.jp

　

最
近
、
九
州
電
力
や
関
係
会
社

の
社
員
を
装
っ
た
詐
欺
や
、
個
人

情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
不
審

な
電
話
や
訪
問
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（例
）

①
メ
ー
タ
ー
器
交
換
、
漏
電
調
査
、

分
電
盤
の
修
理
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
検
査

な
ど
の
名
目
で
電
気
器
具
な
ど
の
点

検
・
取
り
替
え
を
行
い
、
工
事
代
金

と
し
て
多
額
の
金
額
を
請
求
す
る
。  

②
集
金
員
を
装
い

「
電
気
ご
使
用

量
の
お
知
ら
せ

（検
針
票 

） 

」
を

使
っ
て
電
気
料
金
を
集
金
す
る
。 

③
電
気
料
金
値
下
げ
の
代
行
申
請

を
行
う
と
話
し
、
個
人
情
報
を
聞

き
出
そ
う
と
す
る
。 

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

▽
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な

ど
、
身
元
の
確
認
を
す
る

▽
不
審
に
思
っ
た
ら
、
最
寄
り
の

九
州
電
力
営
業
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

［
問
］
九
州
電
力
㈱
大
牟
田
営
業

所
☎
０
１
２
０
・
986
・
211

九
州
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w

w
.k

y
u
d
en

.co.jp
/

九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.q

-sty
le.jp

/

詐
欺

・
不
審
電
話
に
ご
用
心
！

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
す
べ
て
の

教
育
の
出
発
点
と
し
て
の
家
庭
教

育
を
活
性
化
す
る
た
め

「
愛
と
し

つ
け-

子
ど
も
を
育
む
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
お
り

「
生
き
る

力
」
の
基
礎
を
身
に
つ
け
た
子
ど

も
の
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
３
日

（
日
）
～
９
日

（
土
）

の
推
進
期
間
で
は
、
家
庭
・
地
域

社
会
・
関
係
機
関
・
行
政
の
幅
広

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
関

連
事
業
を
集
中
的
に
展
開
し
、
家

庭
教
育
の
重
要
性
の
啓
発
、
家
庭

の
役
割
と
責
任
の
明
確
化
等
に
関

す
る
社
会
的
気
運
の
一
層
の
醸
成

が
図
ら
れ
ま
す
。

［
問
］
県
教
育
庁
社
会
教
育
課

☎
096
・
333
・
２
６
９
７

２
月
３
日
（日
）
～
９
日
（土
）

「
愛
と
し
つ
け
ー
子
ど

も
を
育
む
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
推
進
週
間

荒
尾
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

発
足
30
周
年
記
念
大
会

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

「
劇
団
ひ

と
り
」
の
お
母
さ
ん
に
よ
る
、
実

体
験
を
踏
ま
え
た
子
育
て
の
話

や
、
日
航
客
室
乗
務
員
だ
っ
た
経

験
に
よ
る
マ
ナ
ー
の
話
も
好
評
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
９
日

（土
）

午
後
２
時
～

（1
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー　

小
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

●
内
容　

①
記
念
式
典

②
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰

③
記
念
講
演　

講
師
…
川
島
育
子
氏

（劇
団
ひ
と
り
の
母
）

演
題
…

「
輝
く
未
来
を
つ
か
む
ハ
ッ

ピ
ー
子
育
て
」

［
問
］
社
会
教
育
課　

☎
63
・
１
６
８
１

児
童
手
当　

２
月
は
支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
が
、
２
月
15
日

（金
）

に
受
給
者
の
皆
様
の
金
融
機
関
口

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
ハ
ガ
キ

に
よ
る
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
支
給
は
、
19
年
10
月
か

ら
20
年
１
月
ま
で
の
４
カ
月
分
で

す
。
19
年
10
月
以
降
に
新
し
く
認

定
さ
れ
た
方
は
、
認
定
の
請
求
を

行
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
20
年
１
月

ま
で
の
分
と
な
り
ま
す
。

[

問]　

市
民
課
☎
63
・
１
３
２
６
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男
女
共
同
参
画
と
農
村
地
域
の

活
性
化
、
消
費
者
の
立
場
で
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
が
明
る
く

活
力
あ
る
農
村
地
域
を
支
え
る
こ

と
に
な
る
の
か
を
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
ま
す
。

●
日
時　

２
月
20
日

（水
）  

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

●
場
所　

玉
名
市
民
会
館　

第
一
会
議
室

●
内
容　

「
男
女
共
同
参
画
で
わ
く

わ
く
農
業
経
営
」

（
１
）
農
村
の
活
性
化
と
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て　

熊
本
県
農
業
経

営
課　

家
入
ひ
と
み
さ
ん

（
２
）
農
業
に
携
わ
る
立
場
か
ら
の

意
見
発
表

①
玉
東
町
職
員　

 

香
川
仁
志
さ
ん

②
天
水
町　

元
農
業
委
員　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

志
水
た
か
子
さ
ん

③
Ｊ
Ａ
た
ま
な
横
島
支
部　

元
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長　

 
宮
尾
ゆ
み
さ
ん

④
消
費
者
運
動
に
携
わ
っ
て
の
立

場
で　
　
　
　
　
　
　

 

小
出
明
美
さ
ん

（３
）
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
参
加
費　

無
料

［
問
］
熊
本
県
つ
ば
さ
の
会
荒
玉
支

部　

徳
丸
☎
71
・
１
３
７
７

［
託
児
申
込
］
熊
本
県
つ
ば
さ
の
会

荒
玉
支
部　

糸
永
☎
57
・
１
９
３
９

※
２
月
13
日

（水
）
ま
で

男
女
共
同
参
画
で

わ
く
わ
く
農
業
経
営

朗
読
劇

「『草
枕
』
の
女
た
ち
」

女
（ひ
と
）
と
男
（ひ
と
）

い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー

　

明
治
初
期
の
小
天
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
原
点
と
い

え
る
様
相
で
し
た
。
そ
こ
で
育
ち
、

小
説

「
草
枕
」
と
中
国
革
命
の
歴

史
的
背
景
を
彩
っ
た
前
田
家
の
姉

妹
の
活
動
を
学
び
、
社
会
に
伝
え

る
こ
と
で
、
現
代
の
男
女
共
同
参

画
社
会
を
築
く
一
助
と
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
８
日

（土
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分
（開
場
６
時
）

●
場
所　

天
水
中
学
校　

多
目
的

ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
天
水
総
合
体
育
館

●
内
容

メ
イ
ン
テ
ー
マ　

「
草
枕
」
の
女
た

ち
に
学
ぶ

【
一
部　

基
調
講
演
】

講
師　

本
田
節
子
先
生

（ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

【
二
部　

朗
読
劇
】

出
演　

天
水
町
輝
く
女
性
づ
く
り

協
議
会
役
員
一
同

●
参
加
費　

無
料

※
託
児
可

（
３
月
１
日

（
土
）
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

［
問
・
託
児
申
込
］
草
枕
交
流
館

☎
82
・
４
５
１
１

　

男
女
が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を

尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
平
成
13
年
度

か
ら

「男
女
共
同
参
画
週
間
」
（６

月
23
日
～
29
日
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
週
間
の
趣
旨
を
広
く

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
に
し
た
標
語

●
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
但
し
、
個
人
に
よ
る

も
の
で
、
応
募
作
品
は
、
未
発
表

の
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
期
間　

２
月
29
日

（
金
）

ま
で

（必
着
）

●
応
募
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か
の

方
法
に
よ
り
、
１
通
に
１
作
品
を

記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

お
送
り
く
だ
さ
い
。
一
人
何
作
品

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
審
査
等　

内
閣
府
に
お
い
て
審

査
を
行
い
、
最
優
秀
賞
作
品
は
、

６
月
23
日

（
月
）
に
開
催
予
定
の

「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に

向
け
て
の
全
国
会
議
」
で
表
彰
し

ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
内
閣
府

に
帰
属
し
ま
す
。
最
優
秀
作
品
は
、

「男
女
共
同
参
画
週
間
」
の
ポ
ス
タ

ー
等
に
使
用
す
る
予
定
で
す
。

●
送
付
先

▽
郵
送
の
場
合　

〒
100
・
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
６

‐
１　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

総
務
課

「標
語
募
集
係
」
宛
て

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合　

☎
03
・
３
５
８
１
・９
５
６
６

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課

「標
語
募
集
係
」
宛
て

▽
電
子
メ
ー
ル
の
場
合　

男
女
共

同
参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w

w
.g

en
d
er.g

o.jp
/

に
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

［
問
］
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

総
務
課
☎
03
・
３
５
８
１
・２
０
２
２

平
成
20
年
度

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
標
語
を
募
集
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
20
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
開

始
！
万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。
５
人
以
上
の
団
体

で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

〔補償〕 〔掛金 ( １人年額 )〕

●事故による死亡 2,000 万円 （老人ク
ラブ団体　600 万円） ●子どもの団体Ａ �00 円

●後遺障害 最高 3,000 万円
（同　最高 900 万円） ●子どもの団体ＡＷ �,0�0 円

●入院 �日 �,000 円
( 同　�,800 円 )

●成人の文化 ・ボランテ
ィア ・ 地域活動の団体 �00 円

●通院 �日 �,�00 円
( 同　�,000 円 )

●成人のスポーツをす
る団体

�,�00 円 ( 老人ク
ラブ団体 800 円 )

●心臓マヒなどの突然死 �60 万円

〔賠償責任（補償限度額）〕

●対人 �億円

●財物 �00 万円

［
問
］
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県

支
部
☎
096
・
213
・
９
０
１
５

※振込み手数料が平成 20 年度から有料　
　になります。 「加入依頼書」 一通につき
　一律 2�0 円 （税込み）
※申し込み用紙は運動公園管理事務所内
　社会体育課にあります。

くらしの情報
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くらしの情報

【
福
祉
の
各
種
相
談
】

■
心
配
ご
と
相
談
…
毎
週
水
曜
日

の
午
前
９
時
30
分
～
正
午

（
祝
日
を

除
く
）
／
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
／

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

［
問
］
心
配
ご
と
相
談
室

☎
64
・
２
８
１
２

■
保
育
園
の
育
児
相
談
…
毎
週
月

曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

（
祝
日
を

除
く
）
／
市
内
保
育
園
で

（
電
話

で
も
可
）
／
食
事
、
か
ら
だ
の
発
達
、

言
葉
、
教
育
、
入
園
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談

［
問
］
市
内
各
保
育
園

■
家
庭
児
童
相
談
…
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時

（祝
日
を
除
く
）
／
福
祉
課
で

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
１
７

■
女
性
福
祉
相
談
…
毎
週
月
・
水
・

木
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時

（祝
日
を
除
く
）
／
福
祉
課
で

［
問
］
福
祉
課
☎
63
・
１
４
１
７

■
知
的
障
が
い
者
相
談
…
知
的
障

が
い
者
の
家
庭
に
お
け
る
養
育
、
生

活
等
で
お
悩
み
の
方
は
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
／
月
～
金
曜
日　

午
前

９
時
～
午
後
５
時

［
問
］
知
的
障
害
者
相
談
員

藤
岡
睦
子
さ
ん
☎
62
・
０
３
４
８

宮
崎
京
子
さ
ん
☎
62
・
１
１
７
５

■
老
人
相
談
…
高
齢
者
の
各
種
相

談
・
助
言
等
に
応
じ
ま
す
／
火
・

水
・
木
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
３

時

（祝
日
除
く
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で

［
問
］
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

☎
62
・
１
６
１
０

■
身
体
障
が
い
者
相
談
…
身
体
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
更
生
援
護
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
／
月
～

金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

［問
］
身
体
障
害
者
相
談
員　

柴
尾
貞
之
さ
ん
☎
62
・
１
５
１
１

田
畑
俊
秀
さ
ん
☎
68
・
２
１
１
３

斎
浩
史
さ
ん 　

☎
66
・
３
８
２
８

福
本
慶
子
さ
ん
☎
66
・
３
４
６
２

松
下
さ
え
子
さ
ん
☎
66
・
２
４
２
４  

坂
本
留
美
子
さ
ん

（電
話
相
談
不
可
）

ま
た
は
福
祉
課　

☎
63

・
１
４
０
６

【
そ
の
他
の
各
種
相
談
】

■
女
性
の
た
め
の
心
の
相
談
室
（
ほ

っ
と
ル
ー
ム
）
…
毎
週
月
・
水
・

金
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時

（
祝
日

を
除
く
）
／
働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ

ッ
ク
・
荒
尾
）
で
／
面
接
相
談
は
要

予
約
・
託
児
あ
り

[

問]

働
く
女
性
の
家
（エ
ポ
ッ
ク
・荒
尾
）

☎
62
・
７
７
７
０

（電
話
相
談
可
）

相
談
の
窓
口

糖
尿
病
教
室  

瑞
鳳
会

●
２
月
の
テ
ー
マ

「糖
尿
病
に
つ
い
て
」

荒
尾
市
民
病
院　

代
謝
・
内
分
泌

内
科
医
師　

猪
島　

俊
朗　

先
生

●
日
時　

２
月
８
日

（金
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

●
場
所　

市
民
病
院  

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

（南
病
棟
２
階
人
間
ド
ッ
ク
室
）

●
参
加
費　

無
料 

（事
前
申
込
不
要
）

［
問
］
市
民
病
院
代
謝
・
内
分
泌

内
科
外
来
☎
63
・
１
１
１
５

お
詫
び
と
訂
正　

　

新
春
合
併
号
14
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
情
報
２
月
の
ホ
ー
ル
内
容
、
お

よ
び
16
ペ
ー
ジ
の
題
字
を
書
い
た

子
ど
も
さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

◆
ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
受
入
に

伴
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
説
明
会

は
３
月
４
日

（
火
）
に
行
わ
れ

ま
す
。

◆  

【誤
】
小
松
沙
也
佳
さ
ん

　
　

 

【正
】
小
松
紗
也
佳
さ
ん

※

『
嘉
門
達
夫
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
』
と

『
み
ち
の
く
岩
手
・
荒
尾
合
同
物
産
フ
ェ
ア
』

（
�2
日
、
�3
日
分
）
は
、
競
馬
場
入
場
料
と
し
て
�00
円
が
必
要
で
す
。
（
女
性

の
方
は
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ィ
で
入
場
無
料
）

［
問
］
商
工
観
光
課
☎
63
・
１
４
２
１

荒
尾
初
の
観
光
大
使
就
任
記
念

  

嘉
門
達
夫
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
決
定
！

　

昨
年
の

「
荒
尾
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
出
演
が
縁
と
な
り
、
本
市
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
関
島
秀

樹
さ
ん
と
と
も
に
、
荒
尾
市
初
の
観

光
大
使
に
就
任
が
内
定
し
た
嘉
門
達

夫
さ
ん
。
ギ
ャ
グ
満
載
の
替
え
歌
や

ト
ー
ク
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

↑「鼻から牛乳」「小市民」などの

ヒット曲を持つ嘉門達夫さん

日
時　

２
月
12
日

（火
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

場
所　

荒
尾
競
馬
場       

（８
レ
ー
ス
終
了
後
）

▽
岩
手
競
馬
と
の
交
流
レ
ー
ス
開

催
を
記
念
し
て
、
わ
か
め
、
わ
ん

こ
そ
ば
な
ど
岩
手
県
の
特
産
品
と

荒
尾
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

▽
11
日
に
物
産
を
お
買
い
上
げ
の

方
、
先
着
100
名
に
ご
飯
が
ふ
っ
く

ら
炊
け
る
竹
炭
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

▽
11
日　

正
午
～
、
荒
尾
太
鼓
・

肥
後
荒
尾
さ
の
よ
い
踊
り
子
隊
が

出
演
し
ま
す
。

※
協
力
…
岩
手
県

【
み
ち
の
く
岩
手

・
荒
尾
合
同
物
産
フ
ェ
ア
開
催
】

　

    

日
時
…
２
月
11
日

（月

・
祝
）
～
13
日

（水
）　

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　
　

場
所
…
荒
尾
競
馬
場
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イ
ベ
ン
ト

試
験
と
募
集

荒
尾
市
小
岱
松
保
存
会

研
修
旅
行
参
加
募
集

　　

日
時
…
２
月
15
日

（
金
）
午
前

９
時
出
発

（
８
時
45
分
集
合
）
／

集
合
場
所
…
あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル

横　

産
交
バ
ス
セ
ン
タ
ー
／
行
程
…

荒
尾
～
熊
本
県
農
業
公
園

（
合

志
市
、
植
木
祭
り
見
学
）
～
山

鹿
市
鹿
本
町

（
水
辺
プ
ラ
ザ
、
温

泉
入
浴
と
昼
食
）
～
荒
尾
／
定

員
…
先
着
50
名
／
参
加
費
…
一
人

４
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
入
湯
料
、

入
園
料
含
む
）

※
温
泉
へ
入
湯
さ
れ
る
方
は
、
タ

オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
荒
尾
市
小
岱
松
保
存

荒
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協
議
会

第
４
回
園
芸
教
室

　

日
時
…
２
月
６
日

（
水
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分
／
小
岱
作
業

所
で
／
内
容
…
多
肉
植
物
を
楽
し

む
／
参
加
費
…
２
０
０
０
円
程
度

［
問
］
荒
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協

議
会
事
務
局　

荒
尾
市
小
岱
作
業

所
☎
62
・
７
９
３
１

平
成
20
年
度
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
白
杖
講
座

　

期
間
…
４
月
上
旬
～
７
月
上
旬

（週
１
回
、
２
時
間
程
度
、
全
10
回
）

／
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
近
隣
地
域
で
／
講
師
…

熊
本
県
点
字
図
書
館
か
ら
派
遣
／

荒
尾
市
地
域
ケ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
研
修
会

　

日
時
…
２
月
16
日(

土)

午
後
１

時
～
５
時
／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
で
／
テ
ー
マ
…　

「
安
心
し
て

老
い
る
た
め
に
～
荒
尾
か
ら
発
進
」

／
講
演
…　

「
上
手
に
老
い
る
た
め

の
自
己
点
検
の
勧
め
」
／
講
師
…

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
参
事
官　

石
黒
秀
喜
先
生
／
対
象
…
一
般
市

民
／
参
加
費
…
無
料

（
資
料
希
望

の
方
は
500
円
が
必
要
）
／
主
催
…

荒
尾
市
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
実
行
委
員
会

［
申
・
問
］
研
修
会
事
務
局　

介
護

老
人
福
祉
施
設
白
寿
園　

西
川
・
金
和
☎
68
・
０
１
７
６

知
的
財
産
権
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆
相
談
会

　

商
標
と
は
何
か
、
商
標
の
重
要

性
、
権
利
侵
害
問
題
へ
の
対
応
等
、

商
標
の
基
礎
的
な
理
解
と
商
標
権

の
取
得
方
法
、
登
録
後
の
商
標
管

理
等
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
…
①
２
月
８
日

（
金
）
セ

ミ
ナ
ー　

午
後
２
時
～
３
時
30
分
、

個
別
相
談
会　

午
後
３
時
30
分
～

５
時
30
分
②
２
月
20
日

（
水
）
相

談
会
の
み　

午
後
1
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分
／
荒
尾
商
工
会
議
所

認
知
症
講
演
会

　

日
時
…
２
月
21
日

（
木
）
午
後

２
時
～
４
時
／
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル
で
／
講
演
内
容
…

「
認
知

症
を
知
ろ
う
」
／
講
師
…
西
村
哲

夫
氏
／
参
加
費
…
無
料
／
主
催
…

ほ
の
ぼ
の
老
人
懇
談
会

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

荒

・
玉
地
区
社
会
福
祉
施
設

連
絡
協
議
会　

講
演
会

　

日
時
…
２
月
23
日

（土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

（
受
付

９
時
～
）
／
九
州
看
護
福
祉
大
学

326
号
室
で
／
内
容
…
①
午
前
の
部

　

演
題

「
利
用
者
の
人
権
と
個
人

情
報
の
保
護
」、
講
師　

九
州
看
護

福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
科　

准
教

授　

野
﨑
和
義
先
生
②
午
後
の
部　

演
題

「
実
践
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
☆

ま
ず
は
自
分
が
楽
し
ん
で
☆
即
持

ち
帰
り
実
行
」、
講
師　

荒
尾
市
社

会
福
祉
事
業
団　

小
岱
荘
熊
本
県

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー　

寺
田
朝
日
子
先
生

会
事
務
局　

西
尾

☎
62
・２
３
３
９
（午
後
５
時
以
降
）

第
１
回　

ビ
ー
ト
・
コ
ア
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
講
習
会

　

ビ
ー
ト
の
利
い
た
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
正
し
い
姿
勢
で
楽
し
く
歩
き

ま
せ
ん
か
？

　

日
時
…
２
月
19
日

（
火
）
①
午

後
３
時
～
②
午
後
７
時
～

（
各
30

分
程
度
）、
小
雨
決
行
、
荒
天
の

場
合
は
中
止
／
運
動
公
園
内

「元

気
ロ
ー
ド
」
で
／
対
象
…
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
／
参
加
費

…
無
料
／
参
加
方
法
…
手
続
等
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
「元
気
ロ
ー
ド
」

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
３
月
以
降
に
つ
い
て
も
月
に
1

回
程
度
開
催
予
定
。

［
問
］
２
０
３
０
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
事
務
局　

社
会
教

育
課
☎
63
・
１
６
８
１
ま
た
は

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
１
１
３
３

対
象
…
ふ
れ
あ
い
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
利
用
者
・
荒
尾
市
在
住

の
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
／

募
集
人
員
…
若
干
名
／
受
講
料
…

無
料
／
講
座
内
容
…
白
杖
の
基
礎

知
識
か
ら
基
礎
歩
行
訓
練
等
。
屋

外
訓
練
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ

る
。
／
準
備
す
る
物
…
白
杖

［
申
・
問
］
荒
尾
市
ふ
れ
あ
い
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
68
・
６
２
０
５

［
問
］
荒
・
玉
地
区
社
会
福
祉
施

設
連
絡
協
議
会
事
務
局

（有
明
ホ

ー
ム　

末
吉
）
☎
82
・
３
３
３
２

２
階
会
議
所
で
／
講
師
お
よ
び
相

談
員
…
①
中
嶋
裕
昭
弁
理
士

（
福

岡
市
、
松
尾
特
許
事
務
所
）
②

弁
理
士　

吉
永
純
一
氏

（熊
本
市
、

吉
永
特
許
事
務
所
）
／
定
員
…
①

20
名
②
６
名

（
①
②
と
も
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

［
申
・
問
］
荒
尾
商
工
会
議
所

☎
62
・
１
２
１
１
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※詳しい活動内容、 持ち物などは各教室にお問い合わせください。

※子育て支援拠点事業では電話相談も受け付けています。

　　　　
内容 ：場所、 参加費、 活動内容

教室名 活動日 内容

★子育て支援拠点事業★

こじか

ひろば

☎ 68-00��

４日 （月）・６日 （水）・

�3日（水）・�8日（月）・

20 日 （水）・27 日 （水）

午前 �0 時～午後３時

※火曜は自由活動

桜山保育園、 無料、

親子イングリッシュ ・

親子体操など

なかよし

ひろば

☎ 62-07�9

７ （木） ・ �� 日 （木） ・

2� 日 （木）・28 日 （木）

午前 �0 時～午後３時

※毎日園庭開放

なかよし保育園、 無

料、 造形あそび ・

親子体操など

カンガルー

ポケット

☎ 6�-86��

５日 （火）・�9 日 （火）・

26 日 （火 ） 午前 �0

時～午後３時

※ �2 日 （火） および

毎週水 ・ 木曜は自由

活動

カンガルーハウス、

�00 円 （自由活動

は無料）、 体育あそ

び ・音楽あそび

教室名 活動日 内容

★子育てサークル★

ゆりかご

広場

☎ 62-623�

６日 （水）、�0 日 （日）、

20 日 （水 ） 午前 �0

時 �� 分 ～ �� 時 30

分

みやじま幼稚園、

200 円、クッキング、

おゆうぎ会、 カード

作り

バンビ

☎ 66-32�8

４日 （月）、�8 日 （月）

午前 �0 時 30 分～ ��

時 30 分

桜山保育園、無料、

豆まき、 英語遊び

ミルキー

　　クラブ

☎ 62-3�83

８日 （金）

午前 �0 時 30 分～正

午

保健センター、 �00

円、 みんなで楽しく

遊ぼう！

わくわく

ランド

☎ 68-��0�

23 日 （土）

午前 ９時 �� 分～ ��

時 30 分

小鳩幼稚園、無料、

ごっこあそび

◆このコーナーでは、 福岡

県の近隣４市 （大牟田市・

大川市 ・ 柳川市 ・ みやま

市） とイベント開催等の情

報交換を行い、 市民の皆

さんの暮らしがより豊かに

なるようお知らせします。

風浪宮大祭 大川市

◆このコーナーでは、荒尾・

玉名地域２市４町広報紙

の合同企画により、 情報

の交換掲載を行なってい

ます。

　 荒玉かわらばん
荒尾 ・玉名地域情報コーナー

第 31 回戦国肥後国衆まつり 和水町

　鎧兜に身を包んだ総勢 60 名の武者が会場を練り歩き、 戦国時代末期

に和水町で起こった肥後国衆一揆最後の戦いを再現。 その他、 迫力満

点の 「先陣修羅レース」 や地元の味が満喫できる 「楽市 ・ 楽座コーナ

ー」、 豪華商品が当たるおたのしみ抽選会など楽しいイベントが盛りだくさ

ん。 ▼日時　２月 10 日 （日） 午前９時 30 分～▼ところ　和水町多目的

広場

［問］和水町三加和総合支所経済課☎ 0968 ‐ 34 ‐ 3111　

「おふうろうさんまつり」 で親しまれている筑後三

大まつりのひとつ。 裸
はだかんぎょう

ん行 （２月８日の前夜祭）、

稚児行列、 流
やぶさめ

鏑馬、 風
ふうろう

浪勝
しょううん

運太
だいこ

鼓などが行わ

れます。

▼期日　２月９日 （土） ～ 11 日 （月 ・ 祝）

［問］　風
ふうろうぐう

浪宮社
しゃむしょ

務所☎ 0944 ‐ 87 ‐ 2154

肥後国西安寺五輪塔群シンポジウム
　　　～郷土の歴史がいま明かされる～ 玉東町

　熊本大学名誉教授　工藤敬一　氏による基調講演 「九州における相良氏のひろがり」、

パネルディスカッションや拓本 ・ 系図等の展示もあります。 興味のある方はぜひご来場く

ださい。

▼日時　３月２日 （日） 午後１時～４時▼ところ　玉東町中央公民館　大研修室

［問］社会教育課☎ 85-3609

子育てねっとわーく （２月分）
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平日夜間小児救急診療当番医月別実施表  ２月

（診療時間帯 ：午後７時から午後 �0時）
休日は午後５時まで当番医、 午後５時以降は荒尾市民病院救急外来へ　※薬局は下記を参照してください

調剤薬局
薬剤師会会営　かめしま薬局　市民病院前　☎ 69-��7�　
※毎日営業 （営業時間 ：午前８時 30 分～午後８時）

［
問
］
平
日
／
有
明
地
域
広
域
消
防
本
部

（
有
明
地
域
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
73
・
５
２
７
１
ま
た
は
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３　

土
・
日
・
祝
日
／
市
役
所　

☎
63
・
１
１
１
１

［
問
］
市
医
師
会　

☎
62

・
０
０
７
２  　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
63

・
１
１
３
３

（昼
間
の
み
）　

市
役
所　

☎
63

・
１
１
１
１

（
夜
間
の
み
）
※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
該
医
療
機
関
を
お
確
か
め
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い

日 曜
荒　尾 大　牟　田

施設名 住所　電話 （大牟田　市外局番 09��）
１ 金 荒尾市民病院（松山万里子） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 西内科循環器科医院 白川 ☎ �3 ‐ 83��
２ 土 大牟田天領病院　天領　☎ �� ‐ 8�82
３ 日 休日当番医
４ 月 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 6� ‐ 8�8� 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ �3 ‐ �06�
５ 火 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 原循環器科 ・内科医院 三川町 ☎ �7 ‐ 330�

６ 水 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63 ‐ ���� こが小児科医院 岬 ☎ �3 ‐ ���0
７ 木 荒尾市民病院（牛島健一郎） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 吉野こどもクリニック 宮崎 ☎ �8 ‐ 3�32
８ 金 荒尾市民病院 （本里雄一） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 篠塚小児科皮膚科医院 橘 ☎ �8 ‐ �000
９ 土 米の山病院　今山　☎ �� ‐ 33��

�0 日 休日当番医
�� 月 休日当番医
�2 火 荒尾市民病院 （伊藤隆康） 本村 ☎ 63 ‐ ���� やまかわクリニック 中白川町 ☎ �2 ‐ 270�
�3 水 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 6� ‐ 8�8� 平田小児科内科医院 歴木 ☎ �2 ‐ ��9�
�� 木 荒尾市民病院 （坂田譲） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 江の浦医院 江浦町 ☎ 22 ‐ �0�0
�� 金 荒尾市民病院（松山万里子） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 末吉小児科内科医院 船津町 ☎ �9 ‐ 8�00
�6 土 大牟田記念病院　歴木　☎ �3 ‐ �07�
�7 日 休日当番医
�8 月 荒尾市民病院 （佐藤章） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ �3 ‐ �06�
�9 火 荒尾市民病院 （足達正昌） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 吉村医院 平原町 ☎ �2 ‐ ��27
20 水 田宮医院 大島町 ☎ 62 ‐ 00�7 こが小児科医院 岬 ☎ �3 ‐ ���0
2� 木 荒尾市民病院 （坂田護） 本村 ☎ 63 ‐ ���� くにさき内科胃腸科医院 正山町 ☎ �9 ‐ 077�
22 金 荒尾市民病院 （田中健） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 篠塚小児科皮膚科医院 橘 ☎ �8 ‐ �000
23 土 米の山病院　今山　☎ �� ‐ 33��
2� 日 休日当番医
2� 月 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 6� ‐ 8�8� 大牟田市立総合病院 宝坂町 ☎ �3 ‐ �06�
26 火 荒尾市民病院 （中島明） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 和田医院 歴木 ☎ �� ‐ ��29
27 水 荒尾市民病院 （西芳徳） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 中山内科 ・小児科医院 吉野 ☎ �8 ‐ 002�
28 木 荒尾市民病院 （足達照之） 本村 ☎ 63 ‐ ���� 江の浦医院 江浦町 ☎ 22 ‐ �0�0
29 金 こどもクリニック友枝 向陽台 ☎ 6� ‐ 8�8� 末吉小児科内科医院 船津町 ☎ �9 ‐ 8�00

休日当番医日程表

日 曜
◎ 外科系

（診療 ：午前９時～午後５時）
◎　内科系

（診療 ：午前９時～午後５時）
◎歯科

（診療 ：午前 �0時～午後４時）

３ 日
東医院☎ 62-06�8
大正町１丁目 �-29

足達内科医院☎ 62-0278
大正町１丁目 ��-�0

工藤歯科医院☎ 62-3788
荒尾 2668-� （市民病院前）

�0 日
荒尾脳神経外科医院☎ 6�-6030
川登 �92� （大和区）

荒尾クリニック☎ 63-��66
荒尾 600-3 （市屋）

おがた歯科医院☎ 68-���8
桜山町２丁目 ��-2�

�� 火
ふじさわ脳神経外科クリニック☎ 6�-2238
四ツ山町３丁目 6-3

荒尾中央病院☎ 6�-�333
増永 ���� （中増永）

福嶋歯科医院☎ 62-��72
大島町３丁目 �-6

�7 日
高岡整形外科クリニック☎ 62-00�6
西原町３丁目 6-�

牛島内科医院☎ 6�-236�
一部 90�-� （向一部）

ふかうら歯科医院☎ 69-37�8
緑ヶ丘５丁目 3-�

2� 日
荒尾脳神経外科医院☎ 6�-6030
川登 �92� （大和区）

野ばら診療所☎ 68-6337
野原 ��8�-9 （野原北）

ひきた歯科クリニック☎ 69-3888
荒尾 ��60-272 （向陽台）

※
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

当
該
医
療
機
関
を
お
確
か
め
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

イベント・夜間小児・休日当番
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２
月
の
開
催
予
定

荒
尾
け
い
ば

求　　　人　　　案　　　内
１月８日現在玉名公共職業安定所調べ

リサイクル事業収集実績

校区
平成 �9年 �2 月分

量 （ｔ） 金額 （円）

一小 ��.� 67,208

二小 �0.9 66,778

三小 �3.8 22,9�8

旧四小 �2.7 �7,�0�

中央 �0.� 77,2�6

緑ケ丘 23.7 3�,099

平井 30.7 �3,898

府本 ��.9 20,833

八幡 ��.3 67,620

有明 3�.� �0,893

清里 20.0 28,�6�

桜山 26.9 38,7�8

合計 3�3.8 �26,�2�

［問］環境保全課　☎ 63-1370

１
（金）

11
（月）

佐賀場外発売
21

（木）
名古屋場外発売

２
（土）

佐賀場外発売
12

（火）
荒尾開催

22
（金）

３
（日）

佐賀場外発売
13

（水）
荒尾開催

23
（土）

佐賀場外発売

４
（月）

佐賀場外発売
14

（木）
笠松場外発売

24
（日）

佐賀場外発売

５
（火）

荒尾開催
たんぽぽ賞

15
（金）

25
（月）

笠松場外発売

６
（水）

荒尾開催
16

（土）
佐賀場外発売

26
（火）

荒尾開催

７
（木）

名古屋場外発売
17

（日）
佐賀場外発売

27
（水）

荒尾開催

８
（金）

18
（月）

名古屋場外発売
28

（木）
笠松場外発売

９
（土）

佐賀場外発売
19

（火）
荒尾開催

29
（金）

10
（日）

佐賀場外発売
20

（水）
荒尾開催

モシモシ健康情報　

☎ 096-38�-3300

●２月の週間プログラム

月　アレルギー性鼻炎

火　いま注目されるＲＳウイルスとは

水　正常眼圧緑内障

木　歯はどこまで抜かずになおせるか

金　咳が長引く時は？

土・日 おならについて

ホームページでモシモシ健康情

報をご覧いただけます！ （過去

放送分も併せて）

ホームページアドレス http://www.khk-dr.jp

　　［問］熊本県保険医協会　

　　　☎ 096 ・ 385 ・ 3330

 下水道受益者負担金

        （第４期）

       納期限は

     ２月 29 日 （金）

 収納取り扱いの銀行、 信

用金庫、 農協で納めてくだ

さい。

    ［問］下水道課

              ☎ 64 ‐ 2700

玉＝玉名 （職業安定所名） －求人   　　　　　　

玉 -2�838� 正看護師                    � 名年齢不問     �9�,300 ～ 232,300 円

玉 -23�68� 事務員                       � 名年齢不問     �20,000 ～ �70,000 円

玉 -�72�8� 看護師                       2 名年齢不問     �70,000 ～ 2�0,000 円

玉 -��978� 機械工                       2 名年齢不問     �33,000 ～ 27�,000 円

玉 -��698� 自動溶接機オペレター （請）

                                                 3 名年齢不問     �76,000 ～ 26�,000 円

玉 -��328� 歯科助手                    2 名年齢不問     ��7,000 ～ �60,000 円

玉 -�73�8� 美容師                       � 名年齢不問     ��7,600 ～ 300,000 円

玉 -7308� 介護職員                      � 名年齢不問                     �08,67� 円

玉 -�038� 工事現場作業員             � 名年齢不問     �76,000 ～ 26�,000 円

玉 -8788� 場内作業員 （派）           2 名年齢不問                     ��7,890 円

玉 -3928� 調理師                         2 名年齢不問                     �28,800 円

玉 -�7068� 厨房職員                    � 名年齢不問     ��2,700 ～ �28,800 円

玉 -�3�28� 准看護師                    � 名年齢不問     �3�,000 ～ �6�,000 円

玉 -388� 准看護師                        � 名年齢不問     �6�,000 ～ 2��,000 円

玉 -�3708� 介護職員                    � 名年齢不問     �32,000 ～ ��0,800 円

玉 -26�8� 看護職員                      3 名年齢不問     �36,000 ～ 20�,000 円

玉 -6898� 正看護師                      � 名年齢不問     �80,000 ～ 230,000 円

玉 -9�88� 准看護師                      2 名年齢不問     ��0,000 ～ ��0,000 円

玉 -8268� 造園工                         � 名年齢不問     �70,000 ～ 200,000 円

玉 -97�8� 理学療法士又は作業療法士

                                                 2 名年齢不問     �70,000 ～ 2�0,000 円

玉 -22�78� 配管作業員　　　　　　　　 2 名年齢不問     �80,000 ～ 220,000 円

玉 -�228� ウエディングプランナー　　　2 名年齢不問　　 �20,000 ～ �30,000 円

玉 -�2�8� 窓口受付販売                2 名年齢不問     �27,000 ～ 230,000 円

玉 -7698� 指導員                         � 名年齢不問     ��3,�00 ～ �2�,800 円

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］玉名公共職業安定所☎ 72-8609 または荒尾市職業相談室☎ 63-1689
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２月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
●八幡小リサイク
ル （７ ： 30 ～）

●小体連ミニバ
スケットボール大
会　市民体育館

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
●城北地区昇級
試 験 （ 少 林 寺 ）
体育センター
● 第 36 回 市 民
マラソン大会　陸
上競技場

●中央小リサイク
ル （７ ： 30 ～）

●荒尾競馬 （～
６日）

●無料法律相談
（13 ： 00 ～ 16 ：
00） 市役所総合
案内

●清里小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
● 糖 尿 病 教 室
「瑞鳳会」 （14 ：
30 ～ 16 ： 00） 市
民病院
●荒尾市グラウン
ドゴルフ大会　陸
上競技場

●ぐりとぐらお話
の会 （14：00 ～）
図書館児童室
● 第 16 回 春 季
小学生大会 （バ
ドミントン） 市民
体育館
● 第 14 回 春 季
ゲートボール大
会　ゲートボール
場
●宮嶋名誉会長
杯城北地区中学
生サッカー大会
（～ 11 日）　サッ
カー場他

10 11 建国記念の日 12 13 14 15 16

●第 18 回有明 ・
不知火地区中学
の部 （卓球） 市
民体育館

●一小リサイクル
（７ ： 30 ～）

●三小リサイクル
（７ ： 30 ～）
●荒尾競馬 （～
13 日）
●育児相談 (10 ：
00 ～ 10 ： 45） 保
健センター
●健康相談 (10 ：
00 ～ 10 ： 45） 保
健センター

●緑ケ丘小リサ
イクル （７：30 ～）
●３ヵ月児健診
（13 ： 15 ～ 14 ：
00） 保健センタ
ー
●健康相談 （９ ：
30 ～ 11 ： 30） 老
人福祉センター

●有明小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
● 乳 幼 児 の た
めのおはなし会
（11 ： 00 ～） み
どり蒼生館

●図書館ボラン
ティアによるおは
なし会（14：00 ～）
図書館児童室
●春季グラウン
ドゴルフ大会　陸
上競技場
●青年会議所杯
小学生サッカー
大会 （～ 17 日）
サッカー場他

17 18 19 20 21 22 23
●二小リサイクル
（７ ： 30 ～）

●旧四小リサイク
ル ( ７ ： 30 ～）
●荒尾競馬 （～
20 日）

●１歳６ヵ月児健
診 （13 ： 15 ～
14 ： 00） 保 健 セ
ンター

●平井小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
●無料法律相談
（13 ： 00 ～ 16 ：
00） 市役所総合
案内

● ３ 歳 児 健 診
（13 ： 15 ～ 14 ：
00） 保健センター
● 第 88 回 近 県
愛好者ゲートボ
ール大会　ゲート
ボール場

24 25 26 27 28 29
● 昇 級 審 査 会
（空手） 緑ケ丘
小
●近隣郡市バレ
ーボール大会　
市民体育館他
●総合文化セン
ター映画鑑賞会
（ 二 本 立 ２ 回 上
映）

●府本小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
●行政相談 (10 ：
00 ～正午） 市役
所総合案内

●荒尾競馬 （～
27 日）
●年金相談 （10：
00 ～ 15 ： 00） 43
号会議室
●ＢＣＧ予防接種
（13 ： 30 ～ 14 ：
30） 保健センター

●桜山小リサイク
ル （７ ： 30 ～）
●健康相談 （９ ：
30 ～ 11 ： 30） 老
人福祉センター

●７ヵ月児健診
（13 ： 15 ～ 14 ：
00） 保健センタ
ー

　少年指導センター
ヤングテレホンあらお

☎ 62-7�7�

 ●相談時間

    月曜～金曜 （祝日を除く）

    午前９時～午後５時まで

 ●秘密は守ります。

    気軽にご相談ください。

　手続簡単！便利で確実！
　　 

市税 ・国保税の納付は
          

口座振替で

口座振替についてのおたずねは        

［問］収納課☎ 63-1362

 

求人・カレンダー等

愛の献血
● 400ml　体重 50 ㎏以上

2 月 18 日（月）

白寿園　　　　　 9 ： 30 ～ 11 ： 30
ポリテクセンター荒尾
　　　　　　　　　 13 ： 00 ～ 16 ： 00 
2 月 29 日 （金）
荒尾市役所　 　9 ： 40 ～ 11 ： 30

                   12 ： 30 ～ 15 ： 30

 [ 問 ] 保健センター ☎ 63-1133
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　中央小３年　野田秀美　さん

　

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
好
き
な

科
目
は
算
数
で
す
。
習
字
は
２
年
生
か

ら
習
っ
て
い
ま
す
。
英
会
話
も
習
っ
て
い
ま

す
。
将
来
は
看
護
士
に
な
り
た
い
で
す
。

資源を大切に―この広報紙は

�00％再生紙を使用しています

と
を取り合って！

「元気なあらお」 協働のまちづくり

２０３０あらお有明優都戦略
　荒尾市は現在、 基幹産業であった石炭関連産業の衰退とともに、 人口の減少、 市民所得

の低迷、 市街地の空洞化等、 まちの活力衰退の危機に直面しています。

　そこで、 市民や自治会あるいはＮＰＯやボランティア等の各種団体の皆さんと行政が協働し、

産業の再生と創出、 住みよいまちの創出、 賑わいの創出のための９つの戦略的プロジェクトを

実施し、 ２０３０年には有明地域の 「優都」 となるよう都市づくりを行います！

手
～第７回～

手

　

表
紙
の
子
ど
も
た
ち
、
か
わ
い
い
で
し
ょ

う
！
自
分
で
作
っ
た
い
ち
ご
大
福
を
食
べ
な

が
ら
、
お
は
な
し
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
ず
、

そ
の
目
は
真
剣
！

　

カ
メ
ラ
を
構
え
な
が
ら
自
分
の
幼
い
頃
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
我
が
家
に
は
本
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
畳
に
寝
転
が
り
母
を
挟

ん
で
両
脇
に
姉
と
私
。
ど
れ
だ
け
の
本
を
読

ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
母
の
声
を
頼

り
に
挿
絵
を
眺
め
な
が
ら
想
像
を
膨
ら
ま
せ

た
も
の
で
す
。
途
中
で
ス
ヤ
ス
ヤ
な
ん
て
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
…
。

　

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
目
を
見
な
が
ら
、
今

日
の
感
動
を
ず
っ
と
覚
え
て
い
て
く
れ
る
と
い

い
な
と
思
っ
た
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

「史
」

　　教育秀都
　プロジェクト

↑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
荒
魂
２
０
０
７
（
教
育

セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
前
畑
荒
尾
市
長
講
演

の
様
子

↑
二
中
生
徒
職
場
体
験
学
習
の
様
子

　今回は、未来を担う子どもたちが元気で心豊かに育つように、家庭、地域、学校が共に手を携えて、

創造性や感性を育むことができる充実した教育環境の基盤整備を目指す ｢ 教育秀都プロジェクト ｣ の

事業についてご紹介します。

　荒尾高校では、 県教育委員会から ｢ 地域進学重点校

推進事業 ｣ の研究指定を受けたことにより、 事業の一環と

して ｢ プロジェクト荒魂２００７ （教育セミナー） ｣ が開催さ

れました。

　地域教育力の充実を目的とした教育セミナーは ｢ くまも

と教育の日 ｣ に関連して �0 月 3� 日 ( 水 ) に開催され、

公開授業や研究協議および前畑荒尾市長による教育講

演などに市内の中学校、 高校の先生方や保護者の方々

および市、 県の教育委員会関係者を中心に約 �00 名の

皆さんが参加されました。

　全国的に問題となっている少子高齢化や核家族化の進

行など社会環境の大きな変化や地域コミュニティの希薄

化への懸念などは荒尾市においても同様であり、 その影

響によって社会の活力が減退し、 子どもの健全な成長が

阻害されたり、 豊かな心を育む社会が失われたりと様々

な面での悪影響が心配されています。

　本市においても児童 ・ 生徒の問題行動や不登校などの

問題が顕在化しており、 将来の荒尾市、 ひいては未来の

日本を担う人材育成のためにも教育環境の整備が急務と

なっている状況から、 学校、 家庭、 地域社会そして行政

がバラバラに取り組むのではなく、 進むべき道への意義を

同じくし、 連携 ・ 協力を強化して改善に取り組み、 それぞ

れの役割の中で課題を克服していくことが重要です。

　今後 ｢ 教育秀都プロジェクト ｣ では、 市内の高校生が先

生方や大学生、 あるいは仕事を退職された団塊の世代の

人など地域の方々と協力して、 小中学生に簡単な英会話

や体験型の理科実験などを教える ｢ 荒尾塾 （仮称） ｣、

障がいをお持ちの方への理解やボランティアなど社会貢献

の意義の習得を目指し市内の子どもたちが点字や手話を

学ぶ環境づくりを行う ｢ 豊かなこころ創造事業 ｣ などを計

画し、 心身共に健全な子どもを育む環境づくりを行ってい

きます。

　さらに、 多様な子育て支援施策や学校規模適正化事業

など教育サポート体制の充実を併せて行うことにより、 教

育環境に優れたまち ｢ あらお ｣ を目指していきたいと思い

ます。


